
元気い
っぱい

いちね
んせい

4 月6日
に行わ

れた入
学式。

友達を
たくさん

つくって
、楽しい

学校生
活を送

りたい
。

新１年
生は新

たな学
校生活

に期待
と不安

でいっ
ぱいで

す。

（18ペ
ージに

関連記
事）

May 2017
No.1123
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107,963(-323) 51,172(-164) 56,791(-159) 47,352(-1）

くろまろ塾

くろまろ塾・くろまろキッズの認定講座や催しはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

今後の予定など詳
しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

02 今月の焦点
平成２９年度予算

10 情報 PICK UP
・第25回河内長野市民まつり

10 奥河内くろまろの郷通信

11 市政と関連情報  モックル生活ガイド
暮らし11、その他11・24、高齢者12、障が
い者12、協働13、フォト13・16・24、教育・
文化14、事業所14、安全安心16、税金16、
保険・年金17、健康20、子育て22、人権24

18 フォトニュースかわちながの

25 コラム
・はいこちら教育相談センターです
・商品やサービスについての苦情や相談は消
　費生活センターへ

26 情報プラザ
お知らせ 26、講演・講座 27、展示・催し
29、 スポーツ31 、募集33、相談34

36 かわちながの ものづくり探訪19 
大地の里　友邦

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

　

３
月
議
会
初
日
の
３
月
1
日
、

島
田
市
長
は
平
成
29
年
度
の
施
政

方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

「
未
来
へ
の
改
革
元
年
」

が
ス
タ
ー
ト

　

平
成
29
年
度
は
、私
が
初
の
当

初
予
算
編
成
を
行
っ
た
「
未
来
へ

の
改
革
元
年
」
と
位
置
付
け
る
年

で
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化
が

進
む
中
、「
人
・
自
然
・
歴
史
・
文

化
輝
く　
ふ
れ
あ
い
と
創
造
の
ま
ち

河
内
長
野
」の
実
現
に
向
け
て
、
市

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
支
え
あ
い
に

よ
り
、豊
か
な
暮
ら
し
を
創
造
す
る

と
と
も
に
、新
た
な
魅
力
や
価
値
を

創
出
し
、に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

■
基
本
目
標
１

「
安
全
・
安
心
・
支
え
あ
い
」
の

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

　

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
防
災
体
制
や
防
犯

対
策
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、救
急

件
数
の
増
加
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住

ま
い
や
医
療
、
介
護
な
ど
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
す
る
ほ
か
、
市
民
の

主
体
的
な
健
康
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
や
、障
が
い
者
を
地
域
全

体
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を

進
め
ま
す
。　

■
基
本
目
標
２

「
育
み
・
学
び
・
思
い
や
り
」
の

質
の
高
い
ま
ち

　

定
住
人
口
の
維
持
の
た
め
、
子

育
て
に
夢
が
持
て
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
子
育
て
支
援
に
係
る
取
り
組

み
を
充
実
し
、
学
校
の
教
育
力
・
組

織
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、老

朽
化
し
た
施
設
の
改
修
を
進
め
る

な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
を
行
い
、

学
習
効
果
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の

整
備
や
、市
民
が
生
き
が
い
を
感
じ

ら
れ
る
文
化
活
動
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
男
女
が
共
に
参
画
し
活

躍
す
る
社
会
の
構
築
な
ど
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

■
基
本
目
標
３

「
潤
い
・
快
適
・
活
力
」
の
に
ぎ

わ
い
の
ま
ち

　

市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
高
齢
化
に
も
対
応
し
た
ご
み

出
し
困
難
世
帯
へ
の
戸
別
収
集
を

継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
構
造
や
都
市
活
動

に
適
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

す
る
ほ
か
、
大
阪
南
部
高
速
道
路

を
始
め
と
し
た
道
路
基
盤
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の

郷
」
を
中
心
と
し
た
観
光
拠
点
づ

く
り
や
、
観
光
振
興
計
画
の
策
定

を
進
め
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目

指
す
と
と
も
に
、本
市
農
産
物
の
出

荷
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、就

労
機
会
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、市
内

産
業
の
振
興
を
図
る
ほ
か
、森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

■
包
括
的
政
策

　
「
ス
マ
ー
ト
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

人
々
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
と
と
も
に
、
戦
略
的
・
継
続
的
な

情
報
発
信
を
進
め
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
政
策

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の

た
め
、
自
治
会
・
町
会
へ
の
支
援
を

充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
基

盤
と
し
た
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
活
動
を
促
進
し
、
多
様
な
担

い
手
に
よ
る
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
多
様

化
・
高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、さ
ら
な
る
行
財

政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、

施
策
の
選
択
と
集
中
を
進
め
、
将

来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、安
定
し
た
財

政
運
営
の
両
立
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

施
政
方
針
骨
子  

　
　
　
　
市
長
　
島
田
智
明

将来都市像

人・自然・歴史・文化輝く　
ふれあいと創造のまち　河内長野

まちづくりを支える政策

まちづくりの方向

包括的政策 
都市魅力の創造と効果的な発信

「安全・安心・
支えあい」の
暮らしやすい

まち

「育み・学び・
思いやり」の
質の高いまち

「潤い・快適・
活力」の

にぎわいのまち

◉
今
月
の
焦
点
　
平
成
29
年
度
予
算

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」の

実
現
に
向
け
て
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高
齢
化
に
よ
る
救
急
件
数
の
増
加
や
、
救
急
車
の
稼
働
が
長
時
間
化
し
、

救
急
車
が
足
り
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

増
加
す
る
救
急
要
請
へ
対
応
で
き
る
よ
う
、
救
急
車
１
台
を
追
加
し
て

職
員
を
増
員
し
、
救
急
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
・

オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
通
知
し
通
話
内
容
を
自
動
録
音

す
る
装
置
を
、
市
民
に
対
し
て
無

償
で
貸
し
出
し
、
詐
欺
被
害
の
未

然
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
や
重
度
化

を
防
ぎ
、
日
常
生
活
の
自
立
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
や
介
護

が
必
要
と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
や

関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
多
様
な

担
い
手
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
進
め
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
本
人
の

意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
初
期
段

階
か
ら
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
支
援
す
る
た
め
の
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
（
お
れ
ん
じ
チ
ー
ム
）

を
構
築
し
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

共
働
き
世
帯
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
待
機

児
童
対
策
と
し
て
、
施
設
の
更
新
の
際
に
定
員
を
増
加
す
る
民
間
保
育
所

を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
私
立
幼
稚
園
の
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能
を
持
ち
合
わ

せ
た
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
の
教
育
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、
老
朽
化
が
進
む
学
校
施
設

の
大
規
模
改
修
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

 　

ま
た
、
ト
イ
レ
が
明
る
い
雰
囲
気
で
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
、
順
次
洋

式
化
す
る
と
と
も
に
、
床
の
清
潔
感
を
保
ち
や
す
い
乾
式
化
を
進
め
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
充
実
の
た
め
、

機
器
を
順
次
更
新
す
る
と
と
も
に
、
各
教
室
へ
個
別
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、
よ
り
安
全
で
安
定
的
な
通
信
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
避
難
所
設
備
等
の
充
実

（
６
０
１
万
５
千
円
）

　

災
害
発
生
時
の
速
や
か
な
避
難

の
た
め
、
各
避
難
所
に
国
の
定
め

る
災
害
種
別
図
記
号
を
用
い
た
案

内
板
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、避
難
所
に
特
設
公
衆
電
話

を
設
置
し
、
備
蓄
物
資
な
ど
を
整

備
・
更
新
す
る
な
ど
、
避
難
所
設
備

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
障
が
い
者
へ
の
生
活
支
援
体
制

の
構
築
（
３
９
０
万
円
）

　

障
が
い
者
が
地
域
で
生
活
し
て

い
く
た
め
必
要
な
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
富
田
林
市
、
大
阪
狭
山
市
と

と
も
に
、
支
援
拠
点
等
の
整
備
を

進
め
、障
が
い
者
の
地
域
で
の
暮
ら

し
を
支
え
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
の
推
進（
60
万
円
）

　

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い

き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
市
民
に

よ
る
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、
知
識
や
経
験
を
地

域
に
広
げ
て
い
く
健
康
づ
く
り
推

進
員
の
養
成
を
進
め
ま
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の

対
策
（
２
５
７
万
４
千
円
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時

に
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

感
染
者
増
加
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
と
健
康
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
、
必
要
な
医
療
資

器
材
を
備
蓄
、
整
備
し
ま
す
。

■
救
急
体
制
の
強
化
（
４
３
５
０
万
円
）

■
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の

防
止（
２
０
７
万
４
千
円
）

■
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
推
進

（
２
億
３
３
３
３
万
７
千
円
）

■
認
知
症
へ
の
支
援
の

充
実
（
８
８
５
万
円
）

■
保
育
環
境
の
充
実（
８
億
２
４
０
０
万
４
千
円
）

■
学
校
施
設
・
設
備
の
改
修（
２
億
９
４
９
８
万
８
千
円
）

■
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備（
２
２
５
９
万
８
千
円
）

「
安
全
・
安
心
・
支
え
あ
い
」の

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち「

育
み
・
学
び
・
思
い
や
り
」
の

質
の
高
い
ま
ち

  ◉今月の焦点　平成29年度予算

主
要
施
策

29年度１　

危
機
管
理
・
安
全
対
策１　

子
育
て

２　

教
育

２　

福
祉
・
健
康

問
い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課

住まい

いつまでも元気に暮らすために…
介護予防・生活支援
（自治会・ボランティアなど）

病気になったら…
医療

地域包括支援センター
相談業務やサービスの
コーディネートを行います

介護が必要になったら…
介護

通所・入所通院・入院

が必要にな た

でも元気に暮らすた

■
妊
娠
・
子
育
て
支
援
の
充
実

（
３
３
７
万
６
千
円
）

　

子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
期
に
渡
る
相
談
支
援
体

制
の
構
築
を
め
ざ
し
、
助
産
師
な

ど
に
よ
る
個
別
相
談
に
加
え
、
心

理
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
新
た
に

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
の
健
康
管
理
を
充

実
し
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
双
子
以
上
を
妊
娠
し
た

場
合
、
妊
婦
健
診
の
受
診
券
を
追

加
で
発
行
し
ま
す
。

■
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

（
１
４
７
万
６
千
円
）

　

障
が
い
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
指
導
・
支
援

を
受
け
て
、
可
能
な
限
り
地
域
の

学
校
で
と
も
に
学
ぶ「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
」
を
推
進
す
る
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
配
置
等
を
進
め
ま
す
。

■
学
校
の
教
育
力
の
向
上

（
１
８
０
万
円
）

　

学
校
の
教
育
力
な
ど
の
向
上
の

た
め
、
困
り
ご
と
の
あ
る
子
ど
も

や
家
庭
を
支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
配
置
し
、
教
員
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム
体
制

に
よ
り
学
校
運
営
を
進
め
ま
す
。
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  ◉今月の焦点　平成29年度予算

「
潤
い
・
快
適
・
活
力
」の

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

３　

生
涯
学
習

４　

人
権
・
男
女
共
同
参
画

１　

環
境
・
都
市
基
盤

包
括
的
政
策

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
政
策

２　

観
光
・
産
業

　

市
内
の
豊
富
な
歴
史
文
化
遺
産
の
保
存
・
活
用
を
進
め
る
た
め
、
河
内

長
野
市
文
化
財
保
存
活
用
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
府
、
市
指
定
の
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
所

有
者
と
協
力
し
て
適
切
な
保
存
と
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
転
入
・
定
住
者
数
の
増
加
と
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
支
え
合

う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
内
に
親
世
帯
が
在
住
し
て
い
る
若
年
層

の
子
ど
も
世
帯
が
住
宅
を
取
得
し
、
親
世
帯
と
近
居
・
同
居
を
す
る
場
合

に
利
用
で
き
る
、
新
た
な
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る「
集
約
連
携
都
市
」を
実
現
し
、人
口
減
少
・

高
齢
社
会
に
お
い
て
も
便
利
で
快
適
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
長
期
的

な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
、
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
の
現
状
把
握
や
将
来
推
計
な
ど
に
よ
り
、
具
体
的
な
将

来
都
市
構
造
の
あ
り
方
な
ど
の
調
査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

市
へ
の
愛
着
や
誇
り
、
関
心
や

憧
れ
を
高
め
、
住
む
、
働
く
、
学

ぶ
、
買
う
な
ど
で
多
く
の
人
か
ら

「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
、市
民
、地
域
団
体
、企

業
等
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
通
じ

て
市
の
魅
力
を
効
果
的
、
効
率
的

に
発
信
し
ま
す
。

　

第
５
次
総
合
計
画
の
地
域
別
計

画
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
最
も

基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
自

治
会
・
町
会
へ
の
支
援
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、こ
れ
ら
を
基
盤
と
し

た
住
民
や
団
体
、
事
業
者
な
ど
の

連
携
を
促
進
し
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
市
民
に
よ
る
取
組
み

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

豊
か
な
歴
史
・
文
化
遺
産
や
自
然
な
ど
の
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

か
し
た
観
光
振
興
を
進
め
る
た
め
、
本
市
の
観
光
の
新
た
な
方
向
性
を
示

す
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

  

ま
た
、
観
光
や
産
業
の
振
興
事
業
を
自
主
的
・
主
体
的
に
行
う
事
業
者

に
対
し
、
初
期
投
資
費
用
を
補
助
し
、
持
続
可
能
な
事
業
化
の
取
り
組
み

を
促
進
し
ま
す
。

　

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
の
活
性

化
の
た
め
、
エ
リ
ア
内
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
の
拡
大
な
ど
、
自
転
車

で
の
市
内
観
光
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
所
の
魅
力
を
体

感
で
き
る
奥
河
内
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

大
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
推
進

（
６
６
５
１
万
２
千
円
）

■
親
子
近
居
同
居
促
進
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
制
度

（
１
０
３
４
万
円
）

■
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定（
１
１
６
０
万
６
千
円
）

■
ま
ち
の
魅
力
の
創
造
と
効
果
的
な
発
信（
85
万
円
）

■
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化（
１
４
５
０
万
円
）

■
観
光
・
産
業
の
振
興
（
２
２
３
８
万
円
）

■
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
の
活
性
化

（
４
３
４
万
４
千
円
）

■
健
康
遊
具
の
設
置

（
８
２
０
万
３
千
円
）

　

市
民
の
体
力
・
健
康
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
、
日
常
生
活
で
気

軽
に
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

赤
峰
市
民
広
場
の
周
回
コ
ー
ス
に
、

運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
に
活
用
で
き

る
健
康
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

■
利
用
し
や
す
い
図
書
館
づ
く
り

（
75
万
円
）

　

大
き
な
文
字
で
印
刷
さ
れ
た
本

や
、
朗
読
音
声
を
収
録
し
た
録
音

図
書
、
高
齢
者
向
け
の
紙
芝
居
な

ど
の
資
料
を
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
血
圧
計
を
設
置
し
、

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
も
役
立
つ

図
書
館
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
計
画（
第
４
期
）

の
策
定
（
２
６
９
万
６
千
円
）

　

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員

と
し
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
Ｄ
Ｖ

防
止
法
の
基
本
計
画
お
よ
び
女
性

活
躍
推
進
法
の
推
進
計
画
を
踏
ま

え
た
第
４
期
男
女
共
同
参
画
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
収
集
の
推
進

（
５
２
０
万
９
千
円
）

　

高
齢
な
ど
に
よ
り
ご
み
を
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
の
た
め
に
戸

別
収
集
す
る「
ふ
れ
あ
い
収
集
」を

民
間
へ
委
託
し
、今
後
の
利
用
者
の

増
加
に
も
対
応
し
た
効
率
的
・
効
果

的
な
ご
み
の
収
集
を
進
め
ま
す
。

■
空
家
問
題
へ
の
取
り
組
み

（
４
４
３
万
４
千
円
）

　

全
国
的
に
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る

空
家
対
策
を
進
め
る
た
め
、市
の
空

家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
向
け
た

協
議
会
を
設
置
し
、将
来
発
生
す
る

空
家
等
の
件
数
や
、
空
家
所
有
者

等
の
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

■
営
農
者
へ
の
支
援（
１
７
５
万
円
）

　

市
内
農
業
の
振
興
と
農
業
者
の

所
得
向
上
を
目
指
し
、生
産
者
が
商

品
の
加
工
か
ら
流
通
ま
で
手
掛
け
る

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
家
を

支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
農
業
の
活
性
化
な
ど

の
た
め
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置

補
助
な
ど
を
進
め
ま
す
。

■
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上

（
３
１
３
万
円
）

　

情
報
の
適
切
な
管
理
を
推
進
す

る
た
め
、
大
阪
府
主
導
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
新
た
な
仕
組
み
を

活
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

の
際
な
ど
の
安
全
性
と
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
森
林
の
活
用
推
進（
２
０
０
万
円
）

　

豊
か
な
森
林
の
活
用
と
、地
元
木

材
の
利
用
促
進
を
め
ざ
し
、生
活
に

木
材
製
品
を
取
り
入
れ
る「
木
の
あ

る
暮
ら
し
」
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、森
林
所
有
者
に
対
す
る
講

座
を
実
施
す
る
な
ど
、林
業
関
係
者

や
市
民
と
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

■
女
性
の
就
労
へ
の
支
援

（
２
０
０
万
円
）

　

女
性
の
継
続
的
な
キ
ャ
リ
ア
形

成
や
、
再
就
職
へ
の
支
援
の
た
め
、

就
労
相
談
や
研
修
、セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
、就
労
支
援
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
ま
す
。
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会計名 平成29年度予算額（千円）前年度からの増減額（千円）増減率（％）
一 般 会 計 32,540,000 ▲ 1,460,000 ▲ 4.3
特 別 会 計 29,035,055 857,893 3.0

国民健康保険事業勘定 16,188,177 ▲ 126,237 ▲ 0.8
土 地 取 得 760,207 605,595 391.7
部 落有財産 560 ▲ 140 ▲ 20.0
介 護 保 険 10,211,995 255,270 2.6
後期高齢者医療 1,874,116 123,105 7.0

公営企業会計 10,034,835 ▲ 271,843 ▲ 2.6
水道事業会計 3,735,860 ▲ 906,085 ▲ 19.5
下水道事業会計 6,298,975 634,242 11.2
合計 71,609,890 ▲ 873,950 ▲ 1.2

年度末市債残高の推移

平成 27年度決算額 637億 2,800 万円

平成 28年度見込額 637億 5,000 万円

平成 29年度見込額 623億 4,400 万円

年度末基金残高の推移

平成 27年度決算額 90億 7,900 万円

平成 28年度見込額 88億 8,900 万円

平成 29年度見込額 89億 6,200 万円

歳出
（目的別）

民生費（47％）
152億7,586万円
3千円
            

教育費（8.6％）
27億8,215万5千円

総務費（10.6％）　
34億6,177万6千円

衛生費（9.4％）
30億6,585万2千円

公債費（9.4％）
30億6,045万8千円

土木費（7.8％）
25億4,266万9千円

消防費（3.7％）
12億1,330万1千円

その他（2.0％）　
6億4,478万3千円

農林業費（1.5％）　4億9,314万3千円

一般会計歳出（性質別）

一般会計歳出（目的別）

一般会計歳入

会計別予算

市民１人（１世帯）当たりの平成 29年度一般会計予算

市民１人当たりの予算 市民１人当たりの借金 市民１人当たりの貯金 １世帯当たりの予算 平成28年 12月末現在
人口　：108,488人
世帯数：47,403世帯299,900 円 291,300 円 67,365 円 686,500 円

財
政
用
語
の
解
説

●
一
般
会
計
と
そ
の
他
の
会
計

　

一
般
会
計
と
は
、
市
の
予
算
の

中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政
運
営

の
た
め
の
基
本
的
な
経
費
が
含

ま
れ
ま
す
。
一
方
、
そ
の
他
の
会

計
は
、
特
定
の
事
業
の
歳
入
歳
出

を
一
般
会
計
と
区
別
し
て
処
理

す
る
た
め
の
会
計
で
、
特
別
会
計

や
公
営
企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
市
債

　

建
設
事
業
な
ど
の
資
金
と
し
て
、

国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
収
に
よ

る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
な
ど
に

も
発
行
さ
れ
ま
す
。

●
基
金

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産

を
維
持
し
た
り
、
資
金
を
積
み

立
て
た
り
す
る
た
め
に
設
け
る

も
の
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　

全
国
の
市
町
村
が
同
じ
水
準
の

行
政
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
財
政

運
営
の
均
衡
を
と
る
た
め
に
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

●
国
庫
（
府
）
支
出
金

　

国
や
府
が
、
市
な
ど
に
対
し

て
支
出
す
る
使
途
を
特
定
し
た

お
金
で
、
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

●
繰
入
金
と
繰
出
金

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基

金
の
間
で
相
互
に
支
出
さ
れ
る

経
費
で
、
他
の
会
計
か
ら
そ
の

会
計
に
資
金
が
移
さ
れ
る
場
合

が
「
繰
入
」、
他
の
会
計
に
資
金

を
移
す
場
合
を
「
繰
出
」
と
い

い
ま
す
。

市民１人当たりの予算の使用用途

一 般 会 計 325億 4,000 万円
特 別 会 計 290億 3,505 万 5千円
公営企業会計　100億 3,483 万 5千円

総額 716億 989万円
※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。

　■民生費　140,800円
　高齢者、
　児童の
　福祉などに

　■総務費　31,900円
　情報化や
　自治の推進の
　ために

　■衛生費　28,300円
　ごみの処理や
　病気の予防
　などに

　■公債費　28,200円
　借金の返済の
　ために

　■教育費　25,600円
　学校や公民館、
　図書館などに

　■土木費　23,400円
　道路や河川、
　公園の整備
　などに

　■消防費　11,200円
　消防活動や
　防災の
　ために

■その他　10,500円
農林業費などに

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

歳出
（性質別）（56.6％）

その他
経費

（39.8％）

投資的経費
（3.6％）

維持補修費（0.5％）　1億7,068万4千円

積立金（1.2％）
3億7,779万8千円

貸付金（0.2%）　5,866万3千円　　　　　

普通建設事業費（3.6％）　
11億6,627万8千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,445万

物件費（15.4％）
50億2,330万9千円

補助費等（9.4％）
30億4,572万5千円

繰出金（13.0％）
42億4,766万8千円

人件費（18.6％）
60億4,443万6千円
　

扶助費（28.6％）
93億54万1千円

公債費（9.4％）　30億6,044万8千円

義務的
   経費

予備費（0.1%）　3,000万円
　　　　　　

歳出
（性質別）（56.6％）

その他
経費

（39.8％）

投資的経費
（3.6％）

維持補修費（0.5％）　1億7,068万4千円

積立金（1.2％）
3億7,779万8千円

貸付金（0.2％）　5,866万3千円　　

普通建設事業費（3.6％）　
11億6,627万8千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,445万

物件費（15.4％）
50億2,330万9千円

補助費等（9.4％）
30億4,572万5千円

繰出金（13.0％）
42億4,766万8千円

人件費（18.6％）
60億4,443万6千円
　

扶助費（28.6％）
93億54万1千円

公債費（9.4％）　30億6,044万8千円

義務的
   経費

予備費（0.1%）　3,000万円

市税（37.2％）
121億1,951万9千円

繰入金(0.9％)
2億8,105万8千円

諸収入(1.7％)
5億5,335万9千円

分担金及び負担金(1.3%)
4億908万2千円

その他(0.6％)
2億174万8千円

地方交付税（17.8％）
58億300万円

国庫支出金
（16.4％）
53億3,839万
7千円

府支出金（8.2％）
26億7,484万
2千円

その他（7.2％）
23億3,150万1千円

（43.7％）

（56.3％）

使用料及び手数料(2.0％)　
6億4,929万円4千円

市債（6.7％）
21億7,820万円

歳入

自主財源

依存財源

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
１
・
２
％
の
減

少
、
一
般
会
計
の
み
で
は
、
４
・

３
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
に
伴
い
市
税
収
入
が
減
少
、
社

会
保
障
関
係
経
費
は
年
々
増
加
し
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
継
続
的
に

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
定
住
・
転
入
の
促
進
や
産
業

振
興
な
ど
に
よ
り
歳
入
の
増
加
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で

は
引
き
続
き
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

既
存
施
策
・
事
業
を
見
直
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
新
た
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
総
合
計
画
、
地

方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
シ
ス
テ

ム
更
新
の
Ｉ
Ｔ
経
費
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
、
人

材
、
ス
ト
ッ
ク
を
組
み
換
え
る
な

ど
、
庁
内
・
民
間
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す

予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

般 会 計 325億 4 000万円

平成29年度　河内長野市の予算
平成２９年度予算案が３月市議会で審議され、最終日の３月２７日に可決されました。

問い合わせ　財政課

※予算の詳細は、情報センター (市役所 1階 )や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

市債・基金残高

  ◉今月の焦点　平成29年度予算



10市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶11 広報かわちながの●平成29年（2017）５月号

出るよし
見るよし
拍手よし

参加しよう！

　

相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
16
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル（
フ

ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）　

内
容　

左
表
の
と
お
り
▽
日
常
生
活
の
中
で
お
こ
る
様
々
な
問

題
に
、
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
団
体
や

政
治
的
な
相
談
を
除
く
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
法
律
相
談
の
み
５
月
８
日
か
ら
電
話
で

自
治
協
働
課
へ
（
当
日
受
付
あ
り
）。

問
い
合
わ
せ　

自
治
協
働
課

ご
み
出
し
が
困
難
な
人
へ

ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施

市
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
で
、
ご
み
の
持
ち
出
し
が

困
難
な
世
帯
に
は
、
玄
関
先
ま
で

直
接
収
集
に
伺
う
ふ
れ
あ
い
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
在
住
の

65
歳
以
上
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
た

は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
人
で
要
介
護
２
以
上
の

認
定
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
一
定

の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
限
り

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
環

境
衛
生
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

違
法
な
不
用
品

回
収
業
者
に
ご
注
意
を

　

市
内
に
は
現
在
、
一
般
廃
棄
物

処
理
業
の
許
可
業
者
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ト
ラ
ッ
ク
や
空
き
地
で
の
不

用
品
回
収
な
ど
を
よ
く
見
か
け
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
許
可

の
違
法
業
者
で
す
。
こ
れ
ら
の
違

法
業
者
が
回
収
し
た
ご
み
の
中
に

は
適
正
に
処
理
さ
れ
ず
、
不
法
投

棄
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
環
境
汚

染
や
健
康
被
害
な
ど
の
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
、

第25回河内長野市民まつり
５月14日㈰午前10時～午後４時30分

赤峰市民広場で開催
問い合わせ　市民まつり実行委員会事務局（自治協働課内）

※開催の有無の問い合わせは☎ 0180-99-3939 (14 日午前８時～正午 ) まで。

◎
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
音
楽
演
奏
、
和
太
鼓
、

ダ
ン
ス
、舞
踊
、
太
極
拳
な
ど

◎
冒
険
・
自
然
エ
リ
ア
〜
様
々
な
野
外
活
動
を
体

験
〜
＝
モ
ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
ク
ラ
フ
ト
、
活
動

展
示
、「
親
子
で
テ
ン
ト
を
立
て
よ
う(

※)

」「
ど

ん
ぐ
り
で
森
の
妖
精
を
作
ろ
う(

※)

」
な
ど

※
当
日
予
約
制
。

◎
展
示
啓
発
コ
ー
ナ
ー

◎
食
品
・
物
販
模
擬
店

◎
体
験
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
＝
ふ
れ
あ
い
移
動
動
物

園
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、変
わ
り
種
自
転
車
な
ど

◎
わ
ん
ぱ
く
相
撲

◎
献
血
車
両

◎
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
７
＝
当
日
午
前
10
時
〜
正

午
に
、消
防
本
部
敷
地
内
に
て
消
防
フ
ェ
ア
を
開
催
、

キ
ッ
ズ
向
け
に
放
水
、
ロ
ー
プ
渡
り
、
は
し
ご
車

乗
り
な
ど
の
体
験
が
で
き
ま
す
（
は
し
ご
車
は
子

ど
も
（
幼
稚
園
以
上
）
に
整
理
券
配
布
後
、
抽
選
、

１
回
目
午
前
10
時
〜
２
回
目
午
前
11
時
〜
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド

行
為
を
行
っ
た
違
法
業
者
だ
け
で

な
く
、
収
集
な
ど
を
依
頼
し
た
人

に
も
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
（
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
ま
た
は
併
科
）。

　

こ
の
よ
う
に
法
律
で
は
、
み
な

さ
ん
に
も
ご
み
を
適
正
に
処
理
す

る
責
任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法
投
棄

さ
れ
た
場
合
、
排
出
者
に
も
責
任

が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
古
紙
、
カ
ン
類
に
限
り
、
専
門

の
回
収
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

暮らし

暮
ら
し

その他

◉会場へは無料バスのご利用を◉
　河内長野駅、千代田駅、三日市町
駅から会場まで無料シャトルバスを
運行しますので、是非ご利用くださ
い。（始発は午前９時30分ごろ）。
※会場には駐車場がありません。
周辺道路も全面駐車禁止です。車
での来場はご遠慮ください。また、
周辺住宅地内への車の進入・通り
抜け・駐車も住民のみなさんの迷
惑になりますのでご遠慮ください。

■たまねぎ・じゃがいも収穫体験
　くろまろの郷に隣接する収穫体験型
農園「くろまろファーム」では、５月
27日㈯からたまねぎの収穫体験が始
まります。昨年11月の秋の大収穫祭
で植付けした約5000株のたまねぎが
みなさんをお待ちしています。また６
月からはじゃがいもの収穫体験も始ま
りますので、ぜひご利用ください。
▶体験料　たまねぎ1株50円、じゃ
がいも1株300円（無くなり次第終了
となりますのでご了承ください）
問い合わせ　奥河内ビジターセンター

（☎56-9606）

■新緑サイクリング～女子編～
▶対象　スポーツタイプの自転
車やサイクリングに興味のある
（初心者含む）女性　▶とき　６
月３日㈯午前９時～午後１時　
▶集合場所　奥河内くろまろの
郷　▶定員　５人（先着順）　▶
参加費　500円　▶申し込み　
５月８日から電話で農林課へ
※自転車・ヘルメットのレンタ
ルあり（別途レンタル料1000円
が必要▷先着順）。
問い合わせ　農林課

■木根館からのお知らせ
　毎月10日は、ワンコイン500円ではじ
めるみっちり90分工具レッスン！
のこぎりや金づちなど基礎的工具を使える
ようにやさしくお手伝いします。
▶近日開催日　5月10日㈬、6月10日㈯10
時～11時30分（前日までに要申し込み）
■木根館の奥河内ワークショップ
　自然風合いの室内ベンチを作ります。
▶とき　５月28日㈰午前９時30分～午後
４時　▶ところ　木

き ん

根
こ ん

館
か ん

　▶定員　12人
（先着順）　▶参加費　4800円　▶申し込
み　５月５日から電話か電子メール
（kinkonkan@sinrin.org▷住所、氏名、年齢、
電話番号、催し名を記入）で木根館へ
問い合わせ　木根館（☎64-8151）

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など
消費者
金融 多重・多額債務者の返済方法など

登記 土地・家屋などの不動産の登記全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入など
にかかる税全般

人権 人権問題全般
心配
ごと 日常生活の様々な心配ごとや悩みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策などの警察
業務全般

民事
調停

土地建物、借入債務、交通事故などの「民事
上のもめごと」について調停で解決する手続き

◉
く
ら
し
の
総
合
相
談

▲高さ40 ㌢×横幅 100 ㌢×奥行き30㌢

通信
VOLUME 13

その他

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日・年末年始を除く）衛生処理場
（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後１時～３時▷
衛生処理場が午前 10時～正午▷もったいない市
会場でも回収を実施します。
★陶磁器製・ガラス製食器以外は回収できません▷
洗ってからの持ち込みにご協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。
気に入った食器があれば、無料でお持ち帰りいただ
けます。
とき　５月 25日㈭午前 10時～午後１時
ところ　市役所　

◉子ども服（70～ 150㌢㍍）・靴の回収
ところ とき

環境衛生課
月～金曜日

午前９時～午後５時 30分
（祝休日・年末年始を除く）

あいっく
土日祝日

午前 10時～午後５時 30分
（水曜日・年末年始を除く）

★持ち込みできるもの　Ｔシャツ、トレーナー、ズボン、
スカート、子ども靴（新品・きれいなもの）など
★持ち込みできないもの　破れ、シミ、汚れのある
もの、肌着、下着、おむつなど（新品のみ可）

★洗ってからの持ち込みにご協力を▷市ホームペ
ージもご参照ください。
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シ
ニ
ア
向
け 

は
じ
め
て
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

と
き　

５
月
11
日
㈭
・
16
日
㈫
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
・

福
祉
課

介
護
サ
ロ
ン

■
新
緑
の
金
剛
寺
散
策
と
交
流
会

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　

５
月
31
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

※
食
事
代
が
別
途
必
要
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

西
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
（
☎

56
・
６
６
０
０
）

長
寿
ふ
れ
あ
い
活
動
助
成
事
業

対
象　

自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者

と
き　

５
月
15
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
（
予
備
日
22
日
）

と
こ
ろ　

赤
峰
市
民
広
場

定
員　

20
人
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

参
加
費　

３
０
０
円

②
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
〜
高

校
生
の
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
と

そ
の
保
護
者
ま
た
は
介
護
者
（
ペ

ア
で
参
加
を
）

と
き　

５
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

赤
峰
市
民
広
場
（
雨
天

時
は
内
容
を
変
更
し
て
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね
で
実
施
）

定
員　

15
組
（
抽
選
▽
初
参
加
者

団
体
な
ど
が
行
う
次
の
よ
う
な
事
業

①
日
常
生
活
に
支
援
を
要
す
る
高

齢
者
の
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
事

業　

②
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
役

立
つ
事
業　

③
高
齢
者
の
社
会
参

加
の
促
進
に
役
立
つ
事
業　

④
高

齢
者
の
生
き
が
い
の
高
揚
に
役
立

つ
事
業

※
対
象
事
業
は
公
的
な
助
成
金
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
事
業
に
限
り
ま
す
。

※
会
員
相
互
の
親
睦
の
み
を
図
る

事
業
、
金
品
の
給
付
を
主
た
る
目

的
と
す
る
事
業
は
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

助
成
内
容　

１
団
体
に
つ
き
対
象

優
先
）

参
加
費　

１
組
５
０
０
円

①
②
の
申
し
込
み　

①
は
５
月
９

日
、
②
は
16
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５

９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

市
と
の
協
働
事
業
の

新
た
な
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
と
行
政
の
協
働
を
促
進
す

る
こ
と
は
、
地
域
や
社
会
の
課
題

を
効
果
的
・
効
率
的
に
解
決
し
、

経
費
の
２
分
の
１（
上
限
７
万
円
）

を
助
成

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き

い
き
高
齢
・
福
祉
課

も
の
忘
れ
相
談
会

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
脳
の
認
知
機

能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　

５
月
24
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
（
相
談
は
一
人
45

分
程
度
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
電
話

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

協
働
事
業
提
案
制
度
で
は
、
市
民

公
益
活
動
団
体
な
ど
か
ら
、
専
門

性
や
柔
軟
性
を
生
か
し
た
事
業
の

提
案
を
公
募
し
ま
す
。
な
お
、
提

案
さ
れ
た
事
業
は
、
審
査
・
選
定

の
う
え
実
施
し
ま
す
。

■
提
案
の
種
類

市
設
定
テ
ー
マ
部
門

　

市
が
提
示
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
事
業
を
提
案
で
き

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
「
地
震
に
強
い
家
を
作
り
、
大

切
な
家
族
を
守
る
」（
危
機
管
理

課
）

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
・ 

福
祉
課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　

認
知
症
や
対
応
の
方
法
な
ど
を

学
び
ま
す
。
講
座
修
了
後
、
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き　

６
月
１
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

い
き

い
き
高
齢
・
福
祉
課

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）　

　

聴
覚
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の

基
礎
的
な
手
話
技
術
を
学
び
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

で
同
講
座
の
入
門
課
程
を
修
了
し
、

市
の
登
録
手
話
通
訳
者
と
し
て
の

活
動
を
希
望
す
る
人

と
き　

６
月
６
日
〜
11
月
28
日
の

毎
週
火
曜
日
の
う
ち
25
回
▽
時
間

は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
抽
選
）

教
材
費　

３
２
４
０
円

※
昨
年
の
入
門
講
座
と
同
じ
教
材
で
す
。

申
し
込
み　
郵
送
で
5
月
18
日
（
必

着
）
ま
で
に
か
わ
ち
な
が
の
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
の
会
の
峯み
ね

野の

さ
ん
へ

※
申
込
書
は
障
が
い
福
祉
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

同
会
の
峯
野
さ
ん

（
☎
０
７
２
・
３
６
７
・
７
１
４
０
）

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

②
「
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
」

（
危
機
管
理
課
）

③
「
寺
ケ
池
公
園
の
さ
ら
な
る
利

用
を
！
」（
公
園
河
川
課
）

④
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
等
の
企
画
実
施
」（
人
権

推
進
課
）

⑤
「
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
）
の
普
及
啓
発
」（
保

険
年
金
課
）

※
テ
ー
マ
の
概
要
は
市
民
公
益
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」

な
ど
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
自
由
提
案
部
門

　

テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
自
由
な

発
想
に
よ
る
事
業
を
提
案
で
き
ま

す
。

申
し
込
み　

5
月
8
日
〜
６
月
30

日
に
自
治
協
働
課
へ

※
る
ー
ぷ
ら
ざ(

☎
53
・
８
１
０

０)

で
事
前
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
提
案
を
希
望
す
る
団
体
は
、

で
き
る
だ
け
相
談
を
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
協
働
課

市
民
公
益
活
動
支
援
補
助
金

事
業
報
告
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
自
主

的
・
自
発
的
な
社
会
貢
献
活
動（
市

民
公
益
活
動
）
に
対
し
「
市
民
公

益
活
動
支
援
補
助
金
（
一
般
型
・

地
域
ま
ち
づ
く
り
型
）」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
金
を

使
っ
て
平
成
28
年
度
に
実
施
さ
れ

た
事
業
の
内
容
や
効
果
な
ど
を
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
補
助
金
の
交
付

を
受
け
た
団
体
が
事
業
報
告
を
行

い
ま
す
。

と
き　

５
月
23
日
㈫
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
協
働
課

協
働

障
が
い
者

高
齢
者

フォト高齢者 障がい者 協働

フォト

バトンで世界を魅了したい
　昨年12月に千葉県で開催された「第44回バト
ントワーリング全国大会」に出場し、OPENの部で
第8位、U-12の部で優勝、U-15の部で優勝した
スタジオ・キャッツアイが、3月28日、島田市長
に結果を報告しました。市長からお祝いの言葉を送
られると、「これからもバトンをがんばっていきたい
です」と笑顔で答えていました。

南花台西小学校跡地に看護学校開校
　4月 6日、南花台西小学校跡地に学校法人
阪和学園錦秀会看護専門学校が開校し、在校
生 140名と新入生 100名が初登校しました。
後日、お披露目会が開催され、消炭色と白色
の特徴的な校舎を前に、参加者は「思い入れ
のある校舎に新たな息吹が吹き込まれた」と
喜んでいました。なお、運動場には人工芝が
整備され、市民も利用が可能です。

①老化防止・免疫力アップヨガ
とき　5月15日㈪午後3時～4時30分
ところ　三日市市民ホール（フォレスト三日市内）
問中川さん（☎℻65-6216）
②エアロビクス筋力アップと認知症予防チェアビクス
とき　22日㈪午前10時～11時15分、
ところ　三日市市民ホール（フォレスト三日市内）
問石田さん（☎℻62-2753）
③お手玉で健康体操
とき　23日㈫午後１時30分～3時　
ところ　市民総合体育館
問磯

いそ

脇
わき

さん（☎℻65-0450）
④健康体操ロコモ予防
とき　24日㈬午前10時30分～正午　
ところ　ラブリーホール
問森

もり

淵
ぶち

さん（☎℻54-3834）
⑤家庭でできるリラクゼーションヨガ
とき　29日㈪午後3時～4時30分
ところ　三日市市民ホール（フォレスト三日市内）
問三

み

牧
まき

さん（☎℻54-5729）
⑥やさしい気功太極拳・健康寿命を延ばそう
とき　6月7日㈬午前10時～11時30分
ところ　武道館
問濱

はま

さん（☎℻53-6883）
対象　運動ができる65歳以上の市内在住者
定員　各15人（先着順）
参加費　各500円（当日徴収）
申し込み　5月6日から電話かファクス（住所、氏　
名、ふりがな、年齢、性別、電話番号を記入）で、　
各問い合わせ先へ

高齢者の運動教室

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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「
読
書
ノ
ー
ト
」
で

読
書
量
ア
ッ
プ

　

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

読
書
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

市
が
独
自
に
作
成
し
た
「
読
書
ノ

ー
ト
」。
こ
の
ノ
ー
ト
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
ど
こ
の
小
学
校
で
も
読

書
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
50
冊

の
本
を
読
み
終
え
る
と
、
ノ
ー
ト

が
１
冊
終
了
し
ま
す
。
昨
年
度
に

た
く
さ
ん
の
ノ
ー
ト
を
終
了
し
た

児
童
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称

略
▽
学
年
は
平
成
28
年
度
）。

32
冊
＝
國く

に

澤ざ
わ

遼り
ょ
う

（
南
花
台
小
１

年
）、20
冊
＝
大お

お

澤さ
わ

絢あ
や

音ね

（
小
山
田

小
２
年
）、16
冊
＝
片か

た

田だ

悠ゆ
う

仁と

（
天

野
小
１
年
）、
15
冊
＝
渕ふ

ち

上が
み

茉ま

愛な

（
南
花
台
小
４
年
）、仙せ

ん

波ば

真ま

衣い

（
三

日
市
小
２
年
）、
谷た

に

惣そ
う

介す
け（

南
花
台

　

３
月
10
日
に
国
の
文
化
審
議
会

が
開
催
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
へ

本
市
に
あ
る
文
化
財
を
国
宝
と
し

て
指
定
す
る
旨
の
答
申
が
あ
り
ま

し
た
。
答
申
が
あ
っ
た
文
化
財
は
、

天
野
山
金
剛
寺
に
あ
る
木
造
大
日

如
来
坐ざ

像
一
軀く

、
木
造
不
動
明
王

坐
像
一
軀
、
木
造
降ご

う

三ざ
ん

世ぜ

明
王
坐

像
一
軀
で
、
い
ず
れ
も
明
治
32
年

（
１
８
９
９
）に
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
れ

ら
の
３
軀
は
、
１
件
の
国
宝
と
し

て
指
定
さ
れ
る
予
定
で
、
市
の
文

化
財
と
し
て
は
64
年
ぶ
り
、
７
件

目
の
国
宝
指
定
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仏
像
が
あ
る
同
寺
は

真
言
宗
の
寺
院
で
、
平
安
時
代
の

末
に
、
真し

ん

言ご
ん

僧そ
う

阿あ

観か
ん

（
※
１
）
が

鳥
羽
天
皇
の
皇こ

う

女じ
ょ

八は
ち

条じ
ょ
う

院い
ん

（
※
２
）

の
帰
依
を
得
て
再
興
。
３
軀
の
仏

像
は
同
寺
金
堂
の
本
尊
像
で
、
３

メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
巨
大
な
大
日

如
来
坐
像
を
中
尊
と
す
る
三
尊
像

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
３
軀

の
内
、
中
尊
の
大
日
如
来
坐
像
は

小
１
年
）、14
冊
＝
草く

さ

野の

愛あ
い

（
南
花

台
小
２
年
）、
13
冊
＝
田た

尾お

滉こ
う

基き

（
三
日
市
小
２
年
）、12
冊
＝
尾お

羽ば

根ね

杏あ
ん

（
三
日
市
小
２
年
）、
冨と

み

永な
が

真ま

実み

亜あ

（
川
上
小
４
年
）、
11
冊
＝
深ふ

か

治じ

舜し
ゅ
ん

平ぺ
い

、
生い

く

本も
と

蒼そ
う

和わ

（
小
山
田
小
1

年
）、10
冊
＝
⻆か

ど

野の

咲さ
き

（
三
日
市
小

２
年
）、
大お

給ぎ
ゅ
う

想そ
う

大た

（
石
仏
小
1

年
）、
堤つ

つ
み

田だ

琉る

希き

也や

、
中な

か

山や
ま

空く
う

冴が

（
小
山
田
小
1
年
）、前ま

え

田だ

雅ま
さ

乃の

（
三

日
市
小
１
年
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課

高
校
・
高
専
学
校
の
学
生
に

奨
学
金
を
支
給

対
象　
経
済
的
理
由
の
た
め
、
高

校
・
高
等
専
門
学
校
へ
の
修
学
が

困
難
な
市
内
在
住
者
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
、
り
災
・
保
護
者
死
亡

な
ど
の
特
別
事
情
の
あ
る
世
帯
▽

生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

同
寺
の
再
興
期
で
あ
る
１
１
８
０

年
前
後
の
作
で
、
こ
の
時
代
の
大

日
如
来
像
を
代
表
す
る
作
例
で
、

光
背
・
台
座
に
弘
法
大
師
空
海
に

由
来
す
る
図
像
的
な
特
色
を
示
す

点
で
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

不
動
明
王
坐
像
、
降
三
世
明
王

坐
像
は
最
近
の
保
存
修
理
で
胎
内

か
ら
墨
書
が
確
認
さ
れ
、
仏
師
快

慶
の
弟
子
、行
快
が
天て

ん

福ぷ
く

２
年（
１

２
３
４
）
に
造
っ
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
三
尊
と
し
て
の
構
成

は
智ち

証し
ょ
う

大だ
い

師し

円え
ん

珍ち
ん

が
中
国
よ
り
も

た
ら
し
た
と
さ
れ
る
尊そ

ん

勝し
ょ
う

曼ま
ん

荼だ

羅ら

（
※
３
）を
立
体
的
に
示
し
た
も
の

と
い
わ
れ
、
こ
の
図
像
に
な
る
唯

一
の
遺
品
と
し
て
も
貴
重
で
す
。　

　

な
お
、
大
日
如
来
坐
像
と
不
動

明
王
坐
像
は
京
都
国
立
博
物
館
で

11
月
ご
ろ
ま
で
、
降
三
世
明
王
坐

像
は
奈
良
国
立
博
物
館
で
12
月
ご

ろ
ま
で
展
示
さ
れ
、
来
年
３
月
下

旬
に
は
３
坐
像
と
も
修
復
さ
れ
て

美
し
く
な
っ
た
同
寺
金
堂
に
安
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。

給
付
額　

年
額
３
万
６
０
０
０
円

申
し
込
み　

教
育
指
導
課
に
あ
る

申
込
用
紙
で
６
月
１
日
〜
30
日
に

同
課
へ
（
在
籍
学
校
長
の
証
明
が

必
要
▽
選
考
）

※
申
し
込
み
用
紙
は
５
月
８
日
か

ら
配
布
し
ま
す
▽
給
付
決
定
は
毎

年
行
い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
は

１
年
ご
と
に
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課

就
学
援
助
の
申
請
を

■
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
平
成
28
年
度
ま
た
は
平
成
29
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
人

（
現
在
、生
活
保
護
法
の
適
用
に
よ

り
教
育
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
28
年
度
ま
た
は
平
成
29
年

度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
か
均
等
割
の
み
課
税
の
人（
譲
渡

所
得
な
ど
の
損
益
通
算
に
よ
る
場

合
は
除
く
）

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
人

援
助
費
用　

小
中
学
校
の
学
用
品

費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
な
ど

※
中
学
１
年
生
の
選
択
制
給
食
は
、

５
月
食
事
分
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請　

小
中
学
校
と
教
育
総
務
課

に
あ
る
申
請
用
紙
で
５
月
31
日
ま

で
に
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
へ

（
土
・
日
・
祝
休
日
を
除
く
）

※
平
成
28
年
度
市
民
税
が
非
課
税

か
均
等
割
の
み
課
税
の
人
は
、
世

帯
全
員
の
市
民
税
の
課
税
状
況
が

わ
か
る
証
明
書
を
添
付
し
て
、
教

育
総
務
課
へ
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課

　
大
阪
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
無
期
転
換
ル
ー
ル

　

有
期
労
働
契
約
が
５
年
を
超
え

て
反
復
更
新
さ
れ
た
場
合
、労
働
者

の
申
し
込
み
に
よ
り
期
間
の
定
め
の

な
い
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る
、い

わ
ゆ
る
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
に
よ

り
、平
成
30
年
４
月
以
降
に
多
く
の

有
期
契
約
労
働
者
に
無
期
転
換
申

込
権
が
発
生
す
る
と
見
込
ま
れ
ま

す
。そ
れ
ま
で
に
無
期
転
換
制
度
の

導
入
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
部
指
導
課

（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
４
９
４
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
そ
の
生
産
活

動
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
調

査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利

活
用
さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
か
ら

府
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員

が
各
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
セ
ン
タ
ー

事
業
者
の
取
り
組
み
を
応
援

■
販
路
開
拓
支
援

　

市
で
は
、
市
内
事
業
者
の
販
路

開
拓
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

中
小
企
業
診
断
士
の
派
遣
や
専
門

機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
事
業
者

支
援
内
容　

中
小
企
業
診
断
士
の

派
遣
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

申
し
込
み　

５
月
19
日
ま
で
に
電

話
で
産
業
観
光
課
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課

事業所教育・文化

教
育
・
文
化

事
業
所

木造降三世明王坐像 木造不動明王坐像

※１阿観：聖地房阿観。1136年～1207年。
和泉国大鳥郡生まれ。高野山で真言密教を
学び、1165年に天野山に入り金剛寺を再興。
※２八条院：1137年～1211年。鳥羽天皇
の第３皇女。母は美

び

福
ふく

門
もん

院
いん

。父母の寵愛と権
勢を一身にうけ、200箇所以上ともされる
大庄園群を八条院領として集積し、所有した。
※３尊勝曼荼羅：仏の頭頂にある隆起した
肉
にっ

髻
けい

の徳を人格化した仏頂のうち、最も勝れ、
一切の煩悩や業障を除くとされるものが尊勝
仏頂とよばれる尊格で、その尊勝仏頂の徳
を顕すため、大日如来を中心として描かれ
たのが尊勝曼茶羅である。

金
剛
寺
３
坐
像
が
国
宝
に

問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
文
化
財
課

木造大日如来坐像

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は

設
置
し
て
い
ま
す
か

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
、
今
年
で
11
年
が
経

過
し
ま
す
。
す
で
に
設
置
さ
れ
て

い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
点

検
を
実
施
し
、
設
置
か
ら
10
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
場
合
、
取
り

換
え
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
53
・
３
６
９
９
）

自
動
車
税
の
納
期
限

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈬
で
す
。
納
税
通
知
書
に
記
載

の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
・
ペ
イ
ジ
ー
も
可
）
で
納

期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
府
自
動
車
税

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０
・

０
２
０
１
５
６
）

市
税
納
付
が
困
難
な
場
合
は

早
め
に
ご
相
談
を

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

い
場
合
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を

送
付
し
納
付
を
催
告
し
ま
す
。
納

付
が
な
い
状
態
が
続
く
と
、
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
財
産
調
査
を
行
い
、

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は

放
置
せ
ず
、
お
早
め
に
納
付
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

税
理
士
に
よ
る

無
料
税
務
相
談
（
予
約
制
）

と
き　

６
月
13
日
㈫
・
６
月
27
日

㈫
午
後
１
時
〜
４
時

防
犯
カ
メ
ラ
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た

　

犯
罪
・
違
法
行
為
の
発
生
抑
止

や
発
生
し
た
際
に
迅
速
な
対
応
を

図
る
た
め
、
４
月
か
ら
防
犯
カ
メ

ラ
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
な

お
、
河
内
長
野
警
察
署
と
協
議
し
、

設
置
位
置
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
と
河
内
長
野
警
察

署
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
適
正
な
運
用

と
録
画
画
像
の
管
理
に
つ
い
て
定

め
た
協
定
に
基
づ
い
て
運
用
管
理

を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

所
得
税
や
相
続
税
、
経
理

な
ど
に
関
す
る
相
談

※
納
税
協
会
・
南
河
内
府
民
セ
ン

タ
ー
（
い
ず
れ
も
富
田
林
市
）
で

も
開
催
し
て
い
ま
す
▽
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　

電
話
で
近
畿
税
理
士

会
富
田
林
支
部
事
務
局
へ

問
い
合
わ
せ　

近
畿
税
理
士
会
富
田

林
支
部
事
務
局（
☎
25
・
６
２
５
０
）

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課

５
月
は
宅
地
防
災
月
間

　

府
で
は
、
期
間
中
に
、
関
係
機

関
と
協
力
し
、
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
梅
雨
を
前

に
、
次
の
点
を
参
考
に
、
自
宅
の

周
辺
を
点
検
し
、
早
急
に
適
切
な

処
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
石
垣
や
よ
う
壁
に
亀
裂
な
ど
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
割
れ
目
か

ら
水
が
し
み
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

水
抜
き
穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ

出
て
い
ま
す
か
。
②
地
盤
は
沈
下

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
③
排
水
溝
に

泥
が
つ
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

※
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
石
積

み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ
う
壁
の
自

己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
掲
載
中
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課
ま
た
は

府
建
築
企
画
課
（
☎
06
・
６
２
１

０
・
９
７
２
０
）

固
定
資
産
税
の
納
付
は

納
期
限
ま
で
に

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
軽
減
措
置
を
改
正

■
所
得
割
額
の
軽
減

　

所
得
割
額
を
負
担
す
る
人
で
算

定
に
か
か
る
所
得
金
額
が
58
万
円

以
下
の
人
の
軽
減
措
置
は
平
成
29

年
度
か
ら
２
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

所
有
し
て
い
る
人
に
、
平
成
29
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期

限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
納
付
額
30
万
円
ま
で
）
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、安
心
・

簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替
も
ご
利

用
を
。
今
年
度
の
納
期
限
は
次
の

と
お
り
で
す
。

納
期
限　

第
１
期
＝
５
月
31
日

㈬
、 

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈪
、
第

３
期
＝
10
月
２
日
㈪
、
第
４
期
＝

12
月
28
日
㈭

■
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

〜
急
に
税
額
が
高
く
な
っ
た
が
〜

【
問
】平
成
25
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き
た
納

税
通
知
書
を
見
る
と
、
税
額
が
急

に
高
く
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

【
答
】新
築
住
宅
は
固
定
資
産
税
の

減
額
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分
に
限
り
、

税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま

す
（
要
件
あ
り
）。
こ
の
場
合
は
、

平
成
26
〜
28
年
度
分
に
つ
い
て
こ

の
減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
３
階
建
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
、
同
様
の

措
置
が
５
年
度
分
あ
り
ま
す
（
要

件
あ
り
）。
た
だ
し
、
都
市
計
画
税

は
減
額
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
・
納
税
係

軽
自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

　

平
成
29
年
度
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
、
本
市
で
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
限

（
５
月
31
日
）
ま
で
に
お
近
く
の
金

融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、

安
心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
車

検
用
）
は
大
切
に

　

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
、
右
端
部
分
が
軽
自
動
車
税
納

税
証
明
書
（
車
検
用
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
車
検
を
受
け
た
後
、
車

検
証
の
返
付
を
受
け
る
際
に
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
と

も
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
人
に
は
、振
替
（
納
付
）

確
認
後
、
６
月
中
旬
に
は
が
き
で

送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
税
制
係

■
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
均
等
割

額
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入

す
る
日
の
前
日
に
職
場
の
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
均

等
割
額
は
平
成
29
年
度
か
ら
７
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ま
へ

■
特
定
健
診
の
無
料
受
診
券
を
５

月
中
旬
か
ら
送
付

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
対
象
者
に
受
診
券

を
５
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
詳

細
は
受
診
券
と
同
封
の
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
７
日

〜
10
月
末
に
新
た
に
国
保
に
加
入

し
た
人
に
は
、
届
出
月
の
翌
月
末

に
順
次
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
補

助
〜
受
診
前
に
必
ず
申
請
を
〜

対
象　

引
き
続
き
国
保
に
１
年
以

上
加
入
し
、
か
つ
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る
被
保
険
者

と
こ
ろ　

市
指
定
検
診
機
関

受
診
期
間　

５
月
18
日
〜
来
年
３

月
末
（
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る

人
は
誕
生
日
の
前
日
）
ま
で

予
約
・
申
請
方
法　

①
市
指
定
検

診
機
関
に
事
前
予
約
、
②
保
険
年

金
課
に
予
約
申
込
書
兼
補
助
申
請

書
を
提
出
、
③
そ
の
後
、
検
診
機

関
に
て
受
診

※
特
定
健
診
対
象
者
は
受
診
券
が

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
同
じ
年
度
で
特
定
健
診
か
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
付
開
始
は
５
月
17
日
か
ら
。

申
請
前
に
受
診
す
る
と
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
▽
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と
き　

５
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

安全安心 税金 保険・年金

安
全
安
心

税
金

保
険
・
年
金

災害発生時等の物資等の
緊急輸送に関する協定を締結

　３月30日、大阪長野運輸協同組合と「災害発生
時等の物資等の緊急輸送に関する協定」を締結しま
した。この協定は、地震や台風などの災害が発生し、
または発生するおそれがある場合に、物流拠点の一
部使用や物資等の緊急輸送について協力するなど、
市と同組合が連携するものです。

所得（課税）証明書の発行
６月５日から開始

　平成29年度所得（課税）証明書の発行を６月５日から開始します。
郵送での請求もできますので、必要書類など詳しくは市ホームペー
ジでご確認ください。また、電子証明書付のマイナンバーカードを
お持ちの人はコンビニエンスストアで発行できます。ただし、収入
がなく市・府民税未申告の場合
など発行できない場合がありま
すので、事前にお問い合わせく
ださい。なお、三日市窓口セン
ターが廃止になったことから、
直接、請求される場合は市役所
本庁にお越しください。
問い合わせ　税務課市民税係

フォト

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　３月24日、天野小学校で一輪車の贈呈式がありました。
関西サイクルスポーツセンターでは一輪車を身近に感じ
てほしいという思いから、市内全ての小学校13校に順次
贈呈しており、今回が最初の贈呈式となりました。一輪車
が贈呈されると、さっそく代表の児童３人による実演が
体育館で披露され、子どもたちから大きな歓声が上がっ
ていました。さらに、贈呈された一輪車を「大切に使いま
す」と、代表の児童（写真上段）がお礼を述べていました。

　烏帽子形公園で３月19日にえぼしがた公園自然観
察会「のんびりウオッチ～えぼしで私の春さがし～」
が開催されました。23人の参加者は草花に関するク
イズを楽しみながら、春に見られる植物を観察。また、
今年初めてテントウムシに出会うなど、参加者らはそ
れぞれに春の訪れを感じていました。
※同観察会の次回開催は30ページをご覧ください。

　３月26日にキックスで開催された「地域ささえあ
いフォーラム」では、（公財）さわやか福祉財団の翁

おい

川
かわ

由
ゆ

希
き

さんが「地域づくりからの支え合い」をテー
マに講演されました。その後、翁川さんと民生委員
児童委員・小山田小学校区福祉委員の岸

きし

本
もと

史
ふみ

恵
え

さん、
同委員の平

ひら

野
の

純
じゅん

子
こ

さん、美加の台小学校区福祉委員
の杉

すぎ

山
やま

正
まさ

明
あき

さんによるパネルディスカッションが行わ
れ、約160人の聴衆は真剣に聞き入っていました。

　市内の小学校で４月６日、入学式が行われまし
た。今年入学したのは、小学生が 766人、中学
生が 754人です。取材に訪れた川上小学校では、
40人の新１年生が入学式に臨みました。式では学
校長のあいさつや担任の先生の発表のあと、新６
年生から歌の贈り物や、新２年生から新１年生への
励ましの言葉が伝えられました。新１年生は少し緊
張しながらも期待に胸を膨らませていました。

友達たくさんできるかな
小学校入学式

ありがとう大切に乗るよ
一輪車贈呈式 ～天野小学校～

Photo new
s kaw

achinagano

クロスバイクで春の風を切って
春サイクリング～女子編～

　３月18日に奥河内くろまろの郷で「春サイクリン
グ～女子編～」が開催されました。参加者らは奥河内
くろまろの郷で市内のサイクルショップの店長からク
ロスバイクの乗り方の指導を受けたあと、ゴールの南
天苑を目指しました。初めてクロスバイクに乗るとい
う参加者もいましたが、慣れてくると軽快に乗りこな
していました。「最初は乗れるか不安でしたが、気持ち
の良いサイクリングになりました」と春の奥河内を楽
しんでいました。

春のお知らせがいっぱい
えぼしがた公園自然観察会

支え合い、助け合い
地域ささえあいフォーラム

まちの話題をお届けします
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保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

検
診
内
容
・
対
象　

大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40

歳
以
上
の
市
民
、
乳
が
ん
検
診
＝

40
歳
以
上
で
平
成
29
年
度
に
奇
数

年
齢
に
な
る
か
平
成
28
年
度
に
未

受
診
の
女
性
市
民

と
き　

６
月
２
日
㈮
（
肺
が
ん
検

診
は
実
施
し
ま
せ
ん
）・
28
日
㈬
、

７
月
10
日
㈪
▽
午
前
中
（
乳
が
ん

検
診
の
み
受
診
の
場
合
は
午
後
）

に
実
施
▽
定
員
あ
り

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
＝

各
１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
免

除
制
度
あ
り
。

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
先
着
順
）
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

※
個
別
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き

９
％
未
満
）
で
、
治
療
を
受
け
て

い
な
い
市
民

と
き　

５
月
16
日
㈫
、
６
月
20
日

㈫
午
後

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
予
約
制
）

ま
す
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

青
年
・
成
人
健
康
診
査
（
有
料
）

対
象　

昭
和
53
年
４
月
〜
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
学
校
や

勤
務
先
で
健
診
を
受
け
る
機
会
が

な
い
人

と
き　

５
月
23
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
と
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

身
体
測
定
、
医
師
の
診
察
、

血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
検
査

※
診
断
書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

費
用　

５
０
０
円
（
生
活
保
護
世

帯
の
人
は
費
用
免
除
制
度
あ
り
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

歯
周
疾
患
検
診
な
ど
の

受
診
券
を
送
付

　

５
月
中
旬
に
特
定
の
年
齢
（
平

成
30
年
３
月
31
日
時
点
）
の
人
に
、

検
診
・
検
査
の
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。

　

６
月
中
旬
ま
で
に
受
診
券
が
届

か
な
い
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

◎
歯
周
疾
患
検
診
＝
40
・
50
・
60
・

70
・
80
歳
の
市
民

◎
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
＝
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の

女
性
市
民

◎
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
＝
40
・

45
・
50
・
55
・
60
歳
で
過
去
に
同

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
市
民

（
右
記
年
齢
以
外
の
40
歳
以
上
で

同
検
査
受
診
を
希
望
す
る
人
は
問

い
合
わ
せ
を
）

理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談

対
象　

40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
市

民
（
利
用
は
原
則
１
回
の
み
）

と
き　

５
月
26
日
㈮
、
６
月
23
日

㈮
、
７
月
28
日
㈮
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

理
学
療
法
士
が
個
人
に
合

っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
予
約
制
）

糖
尿
病
予
防
相
談

対
象　

血
糖
値
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
ｃ
が
高
め（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６・

40
代
か
ら
の
は
じ
め
て

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

自
分
に
あ
っ
た
運
動
習
慣
を
身

に
付
け
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
、
柔
軟
性
の
向
上
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

体
力
や
身
体
機
能
の
低
下

を
感
じ
、
運
動
習
慣
の
少
な
い
40

〜
64
歳
で
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日

市
）
を
利
用
し
て
い
な
い
市
民

と
き　

６
月
６
日
〜
８
月
16
日
の

う
ち
11
回
▽
主
に
火
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▽
日
時
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

と
こ
ろ　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

５
月
17
日
ま
で
に
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
１
９

１
９
）
へ

　
は
じ
め
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
き　

５
月
24
日
㈬
・
５
月
31
日

㈬
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

（
予
備
日
６
月
２
日
）▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

内
容　

歩
き
方
の
測
定
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
な
ど

定
員　
35
人（
先
着
順
▽
初
参
加
で

健康

健
康

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

陶板蒸し色菜御膳（1,620 円）
498kcal、塩分 2.5g、野菜 211.5g
■お店のコメント　食塩を制限しな
がらも、薄味ではなく、味にパンチ
と旨味を持たせました。また、素材
を厳選してバランスの良い料理内容
に仕上げ、味だけではなく五感で楽
しむことで、より一層おいしくなるように配慮しました。
■健美食彩処柚乃香　西代町３-10☎56-0020 ※２日前までに要予約。

　健康総合企業のタニタと市内の飲食店10店舗がコラボレー
ションして、健康に配慮したオリジナルメニューを開発しました。
今月は「健

け ん

美
び

食
しょく

彩
さ い

処
どころ

 柚
ゆ

乃
の

香
か

」のメニューを紹介します。
※プロジェクトの詳細はＱＲコードからご参照を。
問い合わせ　政策企画課

タニタ
監修
メニューかわちながの

あっぱれ！ゴハンプロジェクト

２
日
と
も
参
加
で
き
る
人
に
限
る
）

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
デ
サ

ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
☎
０
９
０
・

３
３
５
８
・
０
６
０
８
▽
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
）
へ

ご
ろ
寝
で
骨
盤
矯
正

ゆ
ら
ぎ
体
操

と
き　

５
月
20
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

加
賀
田
公
民
館

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
５
日
か
ら
同
館
へ

問
い
合
わ
せ　

加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

お
口
の
健け

ん

口こ
う

教
室

と
き　
６
月
７
日
㈬
・16
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

歯
科
医
師
の
話
、
唾だ

液え
き

検

査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

歯
み
が
き
実
習
な
ど
▽
初
日
（
７

日
）
に
希
望
者
を
対
象
に
歯
科
健

診
を
実
施

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
10
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

お
母
さ
ん
の
た
め
の

歯
み
が
き
教
室

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

と
き　

６
月
９
日
㈮
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

内
容　

保
護
者
の
歯
み
が
き
実
習

と
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
子
ど
も
の

仕
上
げ
み
が
き
の
話
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
10
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

休日急病診療所
菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）

診療科目　内科（日曜日・祝休日は歯科も）※小児科診療（中学生
以下）は行っていません。
受付時間　土曜日=午後６時～８時40分、日曜日・祝休日=午
前10時～11時 40分と午後１時～３時40分※健康保険証を必ず
持参してください。

日曜日、祝休日の小児科（中学生以下）は富田林病院（☎29-1121）
へ▷小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確
保を行い、数少ない小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談
相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）
受付時間 午前10時～11時（詳細は問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
場所 保健センター

※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健セ
ンターへ申し込みを▷診断や治療方法についての
相談は対応不可。

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　

初
め
て
父
親
・
母
親
に
な

る
市
民

と
き　

①
５
月
13
日
㈯
午
前
９
時

50
分
〜
午
後
０
時
30
分
、
②
６
月

６
日
㈫
午
前
９
時
50
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

①
は
助
産
師
に
よ
る
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
・
ヨ
ー
ガ
体
験
（
希
望

す
る
父
親
の
み
妊
婦
体
験
と
沐
浴

体
験
も
有
り
）、②
は
管
理
栄
養
士

と
助
産
師
の
話

定
員　

各
18
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

ママパパ教室での沐浴体験

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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子育て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
交
流
会

▼
対
象　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
情
報
が

欲
し
い
保
護
者
と
就
学
前
の
子
ど

も
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

５
月
15
日
㈪
午
前
10
時

30
分
〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

就
学
前
の
多
胎
児
と
そ

の
保
護
者
（
多
胎
児
を
妊
娠
中
の

人
や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

５
月
16
日
㈫
午
前
10
時

30
分
〜
正
午　
▼
当
日
直
接
会
場

へし
ょ
う
と
く
園
に

移
動
動
物
園
が
や
っ
て
く
る

　

う
さ
ぎ
や
こ
ぶ
た
、
ひ
つ
じ
な

ど
と
触
れ
合
っ
て
遊
び
ま
し
ょ

う
。
ポ
ニ
ー
に
も
乗
れ
ま
す
よ
。

▼
対
象　

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
と
き　

６
月
３
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
▽
雨
天
中
止　

▼
と

こ
ろ　

し
ょ
う
と
く
園（
河
合
寺
）

▼
申
し
込
み　

５
月
８
日
〜
15
日

に
電
話
で
同
園
へ

問
い
合
わ
せ　

し
ょ
う
と
く
園　
　

　
　
　
　
　

(

☎
65
・
１
８
７
７
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

①
す
く
す
く
歯
科
相
談

▼
と
き
　
５
月
９
日
㈫
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
▼
と
こ
ろ　

あ
い

っ
く　

▼
内
容　

歯
科
衛
生
士
に

よ
る
相
談　

▼
持
ち
物　

歯
ブ
ラ

シ　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

②
も
ぐ
も
ぐ
教
室

▼
対
象　

市
内
在
住
で
生
後
５
か

月
前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者　

▼

と
き
　
５
月
10
日
㈬
、
６
月
14
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼

内
容　

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
頃
）
の
す
す
め
方
な
ど　

▼
定

❸
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

▼
対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

①
５
月
12

日
㈮
、
②
26
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
正
午（
雨
天
中
止
）　

▼
と
こ
ろ

①
南
花
台
第
10
公
園
、
②
市
町
ち

び
っ
こ
広
場　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❹
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児

中
の
保
護
者
と
小
学
6
年
生
以
下

の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）　

▼
と
き　

５
月
28
日
㈰

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日

直
接
会
場
へ

❺
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

未
就
園
の
子
ど
も
が
集
ま
り
ミ

ニ
ミ
ニ
運
動
会
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼

と
き　

５
月
23
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

員　

15
人
（
先
着
順
）　

③
か
み
か
み
教
室

▼
対
象　

市
内
在
住
で
生
後
９
か

月
前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者
　
▼

と
き
　
５
月
12
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ　

保
健
セ

ン
タ
ー　
▼
内
容
　
離
乳
食
（
生

後
９
〜
18
か
月
頃
）
の
す
す
め
方

な
ど
　
▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

④
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

▼
対
象　

市
内
在
住
で
離
乳
期
か

ら
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

▼
と
き
　
５
月
26
日
㈮
、
６
月
23

日
㈮
午
前
９
時
40
分
〜
　
▼
と
こ

ろ
　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー
（
フ

ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）　
▼
内
容　

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
相
談　

▼
定
員　

各
６
人
（
先

着
順
）　

②
〜
④
の
申
し
込
み　

い
ず
れ
も

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

助
産
師
さ
ん
に
学
ぶ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

子
育
て
相
談
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
２

〜
８
か
月
児
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者　

▼
と
き　

６
月
２
日
㈮
・

30
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

❻
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会　

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

５
月
25
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❼
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」　

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
平
成
29
年

１
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
22
日

生
ま
れ
の
第
１
子
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

５
月
22
日
㈪
・
29
日
㈪
、

６
月
５
日
㈪
・
12
日
㈪
午
後
１
時

〜
３
時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
） 

❽
育
児
講
座
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
体

験
し
て
み
よ
う
〜
フ
ラ
を
楽
し
み

な
が
ら
癒
さ
れ
ま
せ
ん
か
？
」　

▼
対
象　

①
市
内
在
住
の
フ
ラ
体

験
に
興
味
が
あ
る
人
、
②
市
内
在

住
の
子
ど
も
連
れ
で
参
加
す
る
人

▼
と
き　

6
月
6
日
㈫
①
午
前
10

時
15
分
〜
11
時
、
②
午
前
11
時
15

分
〜
正
午　
▼
定
員　
①
20
人
（
抽

選
▽
大
人
の
み
）、②
15
組
（
抽
選

▽
子
ど
も
同
室
可
）　

❾
育
児
講
座
「
バ
レ
エ
の
先
生
と
一

緒
に
親
子
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
よ
う
」

▼
対
象　

平
成
27
年
9
月
30
日
ま

▼
と
こ
ろ　

千
代
田
公
民
館　

▼

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）
▼
１

歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時
保

育
あ
り　

▼
参
加
費　

３
０
０
円

▼
申
し
込
み　

５
月
10
日
か
ら
同

館
へ　

問
い
合
わ
せ　

千
代
田
公

民
館

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
１
１
２
５
）

で
に
生
ま
れ
た
未
就
園
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

5
月

29
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分　

▼
定
員　

15
組
（
抽
選
） 　

❺
〜
❾
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番
号
、

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し

名
を
記
入
し
て
５
月
11
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

０
０
１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
４
月
28
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
℻
50・４
６
６
５
）

保
育
園
・
幼
稚
園
で

交
流
し
ま
せ
ん
か

　

保
育
園
（
所
）
の
地
域
交
流
事

業
「
い
っ
し
ょ
に
あ
・
そ
・
ぼ
！
」

と
、
幼
稚
園
の
未
就
園
児
参
加
事

業
「
未
就
園
の
お
友
だ
ち
集
ま

れ
！
」
の
平
成
29
年
度
前
期
（
４

〜
９
月
）
行
事
一
覧
表
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
配
布
場
所　

あ
い
っ
く
、
市
役

所
、
図
書
館
、
キ
ッ
ク
ス
、
乳
幼

児
健
診
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
な
ど

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　

０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す（
貸

出
可
）。

▼
と
き
　
５
月
１
日
㈪
・
15
日
㈪
・

22
日
㈪
・
29
日
㈪
、６
月
19
日
㈪
・

26
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　

絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽
し

む
講
座
で
す
。

▼
対
象　

①
市
内
在
住
の
２
歳
５

か
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
、
②
市
内
在
住
の
２
歳
６
か
月

〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者　

▼
と
き　

５
月
10
日
・
24
日
、

６
月
７
日
・
21
日
、
７
月
５
日
・

19
日
の
各
水
曜
日
▽
時
間
は
①
が

午
前
10
時
〜
10
時
30
分
、
②
が
午

前
10
時
45
分
〜
11
時
15
分　

▽
6

回
シ
リ
ー
ズ　

▼
と
こ
ろ　

千

代
田
公
民
館　

▼
定
員　

各
10

組
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

５
月
５
日
か
ら
同
館
（
☎
55
・

１
１
２
５
）
へ

問
い
合
わ
せ　

お
は
な
し
の
と
び

ら
の
渕
川
さ
ん（
☎
54
・
１
５
１
９
）

離
職
者
等
再
就
職

訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

■
医
療
・
調
剤
事
務
科
（
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
母
優
先
枠
付
）

▼
と
き　

８
月
１
日
㈫
〜
10
月
31

子
育
て

★地域の子育て つどいの広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と５月1日㈪・8日㈪・
15日㈪午前10時～午後３時30分
５月8日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午
前11時 30 分～）、19日㈮は「みんなでス
トレッチ体操！」（午前11時～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
５月31日㈬は「絵本を楽しもう！」（午前
11時～正午 )をします。

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開
催しています。詳しくはあいっく (☎50-4664)へ問い合わせを。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 5月 10日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 5月 19日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 5月 24日㈬ ☎ 63-1131
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

イ
ン
グ
堺
東
校
（
堺

市
堺
区
）　　
▼
定
員　
30
人
（
選

考
▽
優
先
枠
５
人
）　

▼
教
材
費　

１
万
円　

▼
試
験　

６
月
27
日
㈫

に
筆
記
試
験
と
個
別
面
接
を
実
施

▼
申
し
込
み　

５
月
26
日
〜
６
月

12
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※
優
先
枠
の
申
し
込
み
資
格
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

府
人
材
育
成
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
３
０
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
と
す
る
５
月
１
日
〜
７
日
は

「
憲
法
週
間
」
で
す
。
憲
法
は
、
基

本
的
人
権
の
保
障
を
重
要
な
柱
の

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

人
が
、
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
憲
法
や
世

界
人
権
宣
言
に
掲
げ
ら
れ
た
人
権

尊
重
の
精
神
を
理
解
し
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
人
権
を
考
え
、
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課

憲
法
週
間
記
念
市
民
講
座

■
知
っ
て
得
す
る
法
律
講
座
〜
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
〜

　

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
な
ど
の

権
利
侵
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
法

律
の
知
識
や
成
年
後
見
制
度
に
つ

い
て
、
弁
護
士
が
お
話
し
ま
す
。

と
き　

５
月
31
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

※
１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時

保
育
あ
り
（
定
員
10
人
▽
先
着
順
）。

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
電
話

で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
キ

ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
３
）

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
を
記
念
日
と
定
め
て
い
ま
す
。

■
市
民
の
人
権
を
守
る

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣

か
ら
の
委
嘱
を
受
け
て
、
市
民
の

人
権
を
守
る
た
め
の
様
々
な
活
動

や
人
権
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
は
、
次
の
10
人
で
す
。

◎
山や

ま

本も
と

忠た
だ

行ゆ
き

さ
ん
（
高
向
８
８
１
、

☎
54
・
５
５
０
０
）

◎
山や

ま

口ぐ
ち

親ち
か

房ふ
さ

さ
ん
（
西
片
添
町
５

の
12
、
☎
68
・
８
８
０
９
）

◎
乾い

ぬ
い

美み

弥や

子こ

さ
ん
（
北
貴
望
ケ
丘

21
の
32
、
☎
56
・
５
５
０
６
）

◎
福ふ

く

田だ

卓た
く

也や

さ
ん
（
西
之
山
町
４

の
６
、
☎
55
・
０
４
６
６
）

◎
安あ

達だ
ち

英ひ
で

行ゆ
き

さ
ん
（
美
加
の
台
１

の
40
の
１
の
９
０
３
、
☎
62
・
３

１
４
０
）

◎
柿か

き

花は
な

利と
し

英ひ
で

さ
ん
（
南
花
台
１
の

16
の
４
、
☎
64
・
１
５
４
６
）

◎
河か

わ

端ば
た

佐さ

千ち

子こ

さ
ん
（
日
野
１
０

８
５
、
☎
52
・
２
２
９
３
）

◎
櫻さ

く
ら

井い

義よ
し

則の
り

さ
ん
（
大
矢
船
中
町

28
の
１
、
☎
62
・
５
５
４
９
）

◎
西に

し

端ば
た

恵け
い

子こ

さ
ん
（
原
町
２
の
７

の
６
、
☎
54
・
４
１
７
１
）

◎
田た

和わ

裕ゆ
た
か

さ
ん
（
加
賀
田
２
１
９

９
、
☎
63
・
０
４
９
６
）

問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課

Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

ペ
ア
レ
ン
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

子
育
て
に
苦
し
さ
を
感
じ
て
い

る
親
の
た
め
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

と
き　

６
月
５
日
〜
９
月
25
日
、

12
月
25
日
、
来
年
３
月
５
日
の
月

曜
日
の
全
17
回
（
７
月
12
日
㈬
ま

た
は
19
日
㈬
も
あ
り
）
▽
時
間
は

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

富
田
林
市
立
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人

※
一
時
保
育
あ
り
（
要
予
約
）。

申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

富
田
林
市
人
権
協
議
会
へ

問
い
合
わ
せ　
同
協
議
会（
☎
24
・

３
７
０
０
、
℻
25
・
５
９
５
２
）

人
権
あ
れ
こ
れ
相
談

　

人
権
協
会
で
は
、
人
権
侵
害
を

受
け
て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
恐
れ

の
あ
る
市
民
に
、
自
ら
の
判
断
で

問
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
に
適
切

な
助
言
や
情
報
提
供
、
関
係
機
関

へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
き　

市
役
所
業
務
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

※
電
話
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
協
会
（
人
権

推
進
課
内
）

参
与
に
河
野
氏
を
選
任

　

河こ
う

野の

純じ
ゅ
ん

一い
ち

氏
（
56
歳
）
を
４
月

１
日
付
け
で
参
与
に
任
命
し
ま
し

た
。
河
野
氏
は
、
昭
和
58
年
に
建

設
省
近
畿
地
方
建
設
局
に
採
用
さ

れ
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備

局
に
お
い
て
、
道
路
部
道
路
構
造

保
全
官
、
福
知
山
河
川
国
道
事
務

所
事
業
対
策
官
、
浪
速
国
道
事
務

所
副
所
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　

参
与
の
設
置
は
、
大
阪
南
部
高

速
道
路
構
想
や
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
産
業
活
性
化
、
中

心
市
街
地
活
性
化
、
公
共
交
通
の

充
実
な
ど
を
図
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
事
課

その他人権

人
権

プ
ラ
ス
言
葉
で

楽
し
い
子
育
て
を

　

児
童
虐
待
の
発
生
件
数
は
、
全

国
的
に
も
増
加
し
て
お
り
大
阪
府

で
も
同
様
で
す
。
そ
の
中
で
も
小

学
生
、
学
齢
前
児
童
の
通
告
件
数

が
約
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

虐
待
の
種
別
で
も
一
番
多
い
の

が
「
言
葉
に
よ
る
脅
し
」、「
無
視
」、

「
兄
弟
間
で
の
差
別
的
な
扱
い
」、

「
子
ど
も
の
前
で
家
族
に
対
し
て

暴
力
を
ふ
る
う
」
な
ど
の
心
理
的

虐
待
で
す
。
大
人
が
知
ら
ず
知
ら

ず
に
か
け
て
い
る
言
葉
が
子
ど
も

の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

　

親
か
ら
か
け
ら
れ
た
言
葉
の
蓄

積
は
、
子
ど
も
の
思
考
や
性
格
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
後
々
の
人
生
の

幸
・
不
幸
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
う
考
え
る
と
、
普
段
何
気

な
く
お
子
さ
ん
に
か
け
て
い
る
言

葉
、
そ
の
ひ
と
言
ひ
と
言
が
、
お

子
さ
ん
の
心
を
、
良
く
も
悪
く
も

育
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。子

ど
も
に
か
け
る
言
葉
は
、
子
ど
も

の
「
心
の
成
長
」
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

　

子
ど
も
が
甘
え
て
き
た
時
、
大

人
の
都
合
で
後
回
し
に
し
た
り
、

厳
し
い
言
葉
を
発
し
て
し
ま
っ
た

り
、
子
ど
も
が
こ
ち
ら
の
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
時
、「
ど
う
し
て
で

き
な
い
の
？
」
と
責
め
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。そ

ん
な
時
に
は
、
た
と
え
ば
「
ど
う

す
れ
ば
で
き
る
と
思
う
？
」
と
声

を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も

の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
泣
い
て
い

る
時
に
は
「
泣
い
ち
ゃ
だ
め
！
」

よ
り
「
悲
し
か
っ
た
ん
だ
ね
」、
転

ん
だ
時
に
は
「
痛
く
な
い
！
」
よ

り
「
痛
か
っ
た
ね
」、
何
か
を
選
ぶ

時
に
は
「
こ
っ
ち
が
い
い
、
こ
っ

ち
に
し
な
さ
い
」
と
指
示
は
せ
ず

「
ど
っ
ち
が
い
い
？
」
と

尋
ね
て
や
り
、
何
か

し
て
ほ
し
い
時
に
は

「
〜
し
な
さ
い
」よ
り

「
〜
し
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
な
」

と
い
う
よ
う
に
、
否
定
や
命
令
や

指
示
よ
り
も
、
受
容
や
共
感
な
ど

の
プ
ラ
ス
の
言
葉
を
か
け
る
方
が
、

「
大
人
か
ら
大
切
に
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
自
己
肯
定
感
が
高
ま
り
、

思
い
や
り
や
感
謝
す
る
気
持
ち
が

育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
忙
し
い
時
や
疲
れ
て

い
る
時
な
ど
に
、
あ
た
た
か
い
言

葉
を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
時
に
は
、

大
人
で
あ
っ
て
も
人
か
ら
共
感
し

て
も
ら
っ
た
り
ほ
め
て
も
ら
っ
た

り
す
る
と
、
自
己
肯
定
感
が
高
ま

り
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
る
で
し
ょ

う
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

同
士
も
受
容
と
共
感
の
プ
ラ
ス
の

言
葉
が
け
が
必
要
だ
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
、
大
人
自
身
が
自
己
肯
定

感
を
高
め
、
心
に
余
裕
を
持
つ
こ

と
が
虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

商
品
が
届
か
な
い
！

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
慎
重
に

【
事
例
】
ソ
フ
ァ
ー
を
買
お
う
と
ネ

ッ
ト
検
索
を
し
て
い
た
ら
安
く
て

い
い
も
の
を
見
つ
け
た
の
で
、
す

ぐ
申
し
込
み
、
代
金
を
銀
行
で
振

り
込
ん
だ
。
振
込
先
が
個
人
名
義

で
あ
っ
た
。
約
束
の
配
達
日
に
な

っ
て
も
ソ
フ
ァ
ー
は
届
か
な
い
。電

話
番
号
の
記
載
が
な
い
の
で
、
何

度
も
メ
ー
ル
し
て
い
る
が
返
信
が

な
い
。
詐
欺
サ
イ
ト
だ
っ
た
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
ト
ラ
ブ
ル
に
遭あ

い
に
く
く
す
る

た
め
、
消
費
者
と
し
て
注
意
す
る

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

注
意
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
！

◎
住
所
や
電
話
番
号
の
記
載

　

実
在
す
る
住
所
、
電
話
番
号
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
連
絡
手

段
が
電
子
メ
ー
ル
の
み
の
場
合
、

相
手
か
ら
返
信
が
な
く
な
っ
て
し

ま
え
ば
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
ニ
セ
の
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
価
格

　

正
規
品
に
比
べ
て
、
安
価
過
ぎ

ま
せ
ん
か
。
市
場
価
格
よ
り
極
端

に
安
価
な
場
合
は
、
慎
重
に
判
断

し
ま
し
ょ
う
。

◎
不
自
然
な
日
本
語
の
表
現

　

機
械
翻
訳
の
よ
う
な
不
自
然
な

日
本
語
表
記
が
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
は
要
注
意
。

◎
振
込
先
と
契
約
先
の
一
致

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
名
称
や
運
営

者
の
氏
名
と
口
座
名
義
が
異
な
る

ケ
ー
ス
も
注
意
が
必
要
で
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
は
相
手

の
顔
が
見
え
ま
せ
ん
。
販
売
品
や

価
格
に
釣
ら
れ
ず
に
、
注
文
す
る

前
に
信
用
で
き
そ
う
な
業
者
な
の

か
冷
静
に
な
っ
て
よ
く
考
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
の
画
面
は

小
さ
い
の
で
、
文
字
が
読
み
づ
ら

く
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

●
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

  [コラム] 

市民スポーツ大会総合開会式に
リオ五輪・シンクロ銅メダリスト

丸茂圭衣選手が出席
　４月９日、市民総合体育館で開催された市
民スポーツ大会総合開会式に、リオデジャ
ネイロオリンピック大会のシンクロナイズ
ドスイミングで銅メダルを獲得した市内在
住の丸

まる

茂
も

圭
け

衣
い

選手（三菱電機㈱・井村シン
クロクラブ）が出席し、選手たちを激励し
ました。
　島田市長から
は、その功績を
たたえ、感謝状
と記念品が贈呈
されました。

そ
の
他

フォト

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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お
知
ら
せ

市
長
と
の
お
し
ゃ
べ
り
集
会

　

小
学
校
区
ご
と
に
開
催
し
、
市

長
と
の
直
接
対
話
を
行
い
ま
す
。

５
月
中
の
開
催
は
次
の
と
お
り
で

す
（
他
校
区
も
順
次
お
知
ら
せ
し

ま
す
）。

①
美
加
の
台
小
学
校
区　

５
月
11

日
㈭
＝
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
さ
く
ら
」

②
小
山
田
小
学
校
区　

５
月
22
日

㈪
＝
「
小
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
あ
や
た
ホ
ー
ル
）」

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時

定
員　
各
50
人
、（
定
員
を
超
え
る

場
合
、
入
場
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）▽
会
場
に
よ
り
駐
車
台

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
開
催
後
、
集
会
時
に
い
た
だ
い

た
ご
意
見
な
ど
へ
の
個
別
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

問
広
報
広
聴
課

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

18
〜
64
歳
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人
（
男
性
は
17
歳
か
ら
可

▽
60
〜
64
歳
で
経
験
の
あ
る
人
は

69
歳
ま
で
可
）

と
き
・
と
こ
ろ　

５
月
９
日
㈫
午

前
10
時
〜
午
後
１
時
と
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
＝
大
阪
南
医
療
セ
ン

タ
ー
、
14
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
＝
赤
峰
市
民
広
場(

＝
市
民

ま
つ
り
会
場
内)

※
輸
血
時
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
実
施
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

ウ
メ
、
モ
モ
な
ど
の

樹
木
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

市
内
で
ウ
メ
輪り

ん

紋も
ん

病び
ょ
う

に
感
染
し

た
植
物
が
多
く
見
つ
か
っ
た
た
め
、

ウ
メ
や
モ
モ
な
ど
の
樹
木
を
調
査

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
地
域
で
は
、

５
月
か
ら
８
月
ま
で
国
の
職
員
や

府
が
委
託
し
た
調
査
員
が
身
分
証

を
携
帯
し
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
葉
を
数
枚
採
取
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
▽
人
や
動
物
へ
は
感
染
せ

ず
、
感
染
樹
の
果
実
を
食
べ
て
も

健
康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
次
の
地
域
で
は
こ
れ
ら
の
苗
や

植
木
な
ど
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

市
町
、木
戸
、木
戸
町
の
一
部
、木

戸
東
町
、
楠
町
西
、
楠
町
東
、
汐

の
宮
町
、
千
代
田
南
町
、
松
ケ
丘

東
町
、
松
ケ
丘
中
町

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
神
戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所

（
☎
06
・
６
５
７
１
・
０
８
０
４
）

大
阪
府
農
政
室
病
害
虫
防
除
グ
ル

ー
プ
（
☎
０
７
２
・
９
５
７
・
０

５
２
０
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定

に
関
す
る
相
談
を
受
付

　

市
街
化
区
域
内
の
農
地
な
ど
に

つ
い
て
、
生
産
緑
地
地
区
の
追
加

指
定
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
指
定
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
指
定
を
希
望
す
る
人
は

必
ず
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
８
日
㈪
〜
31
日
㈬
の

市
役
所
業
務
時
間
中

と
こ
ろ　

市
役
所

※
相
談
地
の
地
番
、
位
置
、
面
積
、

現
地
の
状
況
な
ど
を
確
認
で
き
る

資
料
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
後
日

正
式
な
申
し
出
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
▽
一
度
指
定
を
受

け
る
と
30
年
間
は
農
地
な
ど
と
し

て
適
正
な
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
が
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
都
市
創
生
課

赤
十
字
募
金
運
動
に
ご
協
力
を

　

今
年
も
全
国
一
斉
に
赤
十
字
募

金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
赤

河
内
長
野
市
地
区
で
は
、
市
内
の

自
治
会
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校

や
幼
稚
園
、
法
人
な
ど
に
募
金
協

力
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

６
月
30
日
ま
で

受
付
場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
ま

た
は
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

募
金
の
使
途　

国
の
内
外
で
発
生

す
る
自
然
災
害
・
紛
争
に
よ
る
被

災
者
・
難
民
な
ど
へ
の
救
援
活
動

や
救
援
物
資
の
配
布
、
災
害
救
護

体
制
の
充
実
・
強
化
な
ど

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

花
の
文
化
園
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
バ
ラ
園
が
５
月
中
旬
〜
６
月
中

旬
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す

　

バ
ラ
の
見
頃
に
合
わ
せ
て
期
間

限
定
の
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

と
き　

５
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

※
会
場
は
い
ず
れ
も
花
の
文
化
園

▽
入
園
料
が
必
要
▽
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を
。

問
府
立
花
の
文
化
園

（
☎
63
・
８
７
３
９
）

市
役
所
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
を

実
施
し
ま
す

　

市
役
所
で
は
、
夏
季
の
冷
房
温

度
を
28
度
に
設
定
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
５
月
か
ら
10
月
末
ま
で

市
職
員
と
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
信
用
と
品
位
を
損
な
わ
な

い
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
で
の
業

務
を
推
奨
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課

講
演
・
講
座

が
ん
診
療
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　「
大
切
な
人

の
『
想
い
』
と

と
も
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
清
水

健
さ
ん（
写
真
右
）が
講
演
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

５
月
27
日
㈯
午
後

１
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
午
前
11
時

か
ら
が
ん
相
談
支
援
・
健
康
チ
ェ

ッ
ク
の
各
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

問
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
・
５
７
６
１
）

大
学
連
携
講
座

桃
山
学
院
大
学
編

■
転
ば
ぬ
先
の
…
生
き
た
法
律
講

座
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ

と
き
・
内
容　

６
月
23
日
㈮
＝
生

殖
補
助
医
療
と
法
律
上
の
親
子
関

係
、
30
日
㈮
＝
自
分
以
外
の
行
為

に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
、７
月
６
日

㈭
＝
犯
罪
と
法
、
14
日
㈮
＝
相
続

と
法
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
11
時
30
分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
５
０
０
円

申
し
込
み　

５
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

公
民
館
の
歴
史
講
座

■
加
賀
田
の
歴
史
を
探
る

と
き　

５
月
23
日
㈫
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

加
賀
田
公
民
館

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
同
館
へ

問
加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
3
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　

１
３
２
人（
１
４
０
件
）

◎
金
額
　
３
１
０
万
８
千
円

◎
寄
附
者　
南
海
電
気
鉄
道
㈱

※
10
万
円
以
上
の
寄
附
者
の
み
氏
名
を
掲
載
。

イルミネーション電飾
家に眠っていませんか
　昔使って家に眠ったままのイル
ミネーション電飾はありません
か。使わなくなった電飾を協会に
無償で提供いただければ、冬の寺
ケ池公園のイルミネーションに活
用させていただきます。詳しくは
問い合わせを。
問（公財）公園緑化協会

（☎ 56-1155）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

図
書
館
歴
史
講
座

■
知
ら
れ
ざ
る
河
内
長
野
の
歴
史

〜
新
田
開
発
と
寺
ケ
池
〜

　

新
田
開
発
の
た
め
江
戸
時
代
に

築
造
さ
れ
た
寺
ケ
池
の
歴
史
を
紐

解
き
ま
す
。

と
き　

６
月
３
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
10
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ

り
が
な
、
年
齢
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、

講
座
名
を
記
入
）
で
図
書
館
へ
▽

受
付
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
８
時

問
図
書
館（
☎
52・
４
３
８
４
、
℻

52
・
６
９
９
６
）

ア
ー
ト
の
森
〜
創
作
ひ
ろ
ば
〜

　

自
然
豊
か
な
滝
畑
で
、
思
い
の

ま
ま
自
由
に
絵
画
や
造
形
制
作
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

と
き　
５
月
27
日
㈯・28
日
㈰
、
６

月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
▽
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

滝
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

幼
児
〜
中
学
生
＝
１
日

５
０
０
円
、
高
校
生
以
上
＝
１
日

１
０
０
０
円

※
絵
具
一
式
は
各
自
で
用
意
が
必

要
。

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
電
話

で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

食
品
衛
生
講
習
会

　

食
中
毒
防
止
な
ど
の
食
品
衛
生

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
習
会
で
す
。

対
象　

調
理
な
ど
食
品
を
扱
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
な
ど

と
き　

５
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
へ

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
よ
う

　

文
化
庁
の
文
化
芸
術
振
興
費
補

助
金
を
活
用
し
た
教
室
で
す
。

■
日
本
舞
踊
体
験
教
室

対
象　

３
歳
児
〜
小
学
生

と
き　

５
月
21
日
〜
来
年
１
月
28

日
の
日
曜
日
の
う
ち
13
回
▽
時
間

は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

日
本
舞
踊
教
室
（
楠
町

西
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

花
柳
さ
ん
へ

問
花
柳
さ
ん（
☎
℻
53・
３
９
５
２
）

歯
か
ら
元
気
に
！

　

爪
楊
枝
の
歴
史
と
歯
の
ケ
ア
に

つ
い
て
講
師
が
お
話
し
ま
す
。

と
き　

５
月
16
日
㈫
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

加
賀
田
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
５
日
か
ら
同
館
へ

問
加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

オ
カ
リ
ナ
に
挑
戦

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

と
き　
５
月
21
日
、
６
月
４
日
、
７

月
２
日
、
８
月
６
日
、
９
月
３
日
、

10
月
１
日
の
各
日
曜
日
午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分
（
10
月
１
日
は

発
表
会
）
▽
６
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

南
花
台
公
民
館

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
３
５
０
円
（
オ
カ
リ

ナ
代
）

申
し
込
み　
５
月
５
日
か
ら
同
館
へ

問
南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

も
っ
と
知
ろ
う
よ
！

地
域
福
祉
や
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
こ
と

　

地
域
福
祉
や
Ｃ
Ｓ
Ｗ

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
の
役
割
に
つ
い
て
講
師
が

お
話
し
ま
す
。

と
き　

６
月
７
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

天
野
公
民
館

定
員　

13
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
９
日
か
ら
同
館
へ

問
天
野
公
民
館（

☎
55
・
６
１
９
１
）

地
域
の
自
然
を

み
つ
め
て

■
知
ル
・
見
ル
・
ホ
タ
ル

　
ホ
タ
ル
に
つ
い
て
の
講
義
を
聞
い

て
、
そ
の
生
息
地
を
散
策
し
ま
す
。

と
き　

６
月
７
日
㈬
午
後
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

高
向
公
民
館

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
17
日
か
ら
同
館
へ

問
高
向
公
民
館（

☎
54
・
４
５
４
８
）

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
の

歴
史
体
験

■
型
紙
の
ミ
ニ
し
お
り
作
り
・
何

が
釣
れ
る
か
な
？
歴
史
釣
堀

と
き　

４
月
29
日
㈷
〜
５
月
７
日

㈰
（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分
と
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
▽
５
月
１
日
は
休
館
）

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

腹
が
立
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
?!

　

自
分
の
怒
り
の
ク
セ
を

知
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
10
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

加
賀
田
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
16
日
か
ら
同
館
へ

問
加
賀
田
公
民
館（

62
・
２
１
１
６
）

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

■
初
夏
を
彩
る
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
リ
ー
ス

と
き　

５
月
24
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務

所定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

２
０
０
０
円

申
し
込
み　

５
月
８
日
〜
19
日
に

電
話
で（
公
財
）公
園
緑
化
協
会
へ

問
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

美
し
い
写
真
の
撮
り
方

〜
花
の
文
化
園
で
実
技
指
導
〜

　

写
真
撮
影
の
基
礎
か
ら

学
び
ま
す
（
初
心
者
も
参
加
可
）。

と
き
・
内
容　

６
月
４
日
㈰
①
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
＝
実
技

指
導
、
②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

＝
撮
影
し
た
写
真
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
こ
ろ　

①
花
の
文
化
園
、
②
南

花
台
公
民
館

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
４
０
円
（
入
園
料
）

申
し
込
み　
５
月
６
日
か
ら
同
館
へ

問
南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
講
座

■
終
活
で
も
っ
と
元
気
に

と
き
・
内
容　

①
５
月
17
日
㈬
午

後
２
時
〜
３
時
30
分
＝
「
葬
儀
費

用
を
お
さ
え
る
に
は
？
」、
②
６
月

16
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
＝

「
死
ぬ
前
に
後
悔
す
る
17
の
事
」

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
２
０
０
円

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル（rakunisougi@

gm
ail.com

）
で
浦
田
さ
ん
へ

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

問
浦
田
さ
ん（
☎
21
・
４
８
２
５
）

展
示
・
催
し

春
季
「
書
・
篆
刻
展
」

　

書
、
画
、
篆て

ん

刻こ
く

、
版
画
、
俳
画
、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
カ
ン
タ
ン
篆
刻
教
室
と
絵

手
紙
教
室
も
開
催
し
ま
す
（
参
加

無
料
）。

と
き　

５
月
26
日
㈮
〜
28
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
（
28
日
は
午

後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

※
出
品
作
品
も
募
集
し
ま
す
▽
１

点
に
つ
き
１
０
０
０
円
必
要
（
書

法
篆
刻
協
会
会
員
は
無
料
）。

問
書
法
篆
刻
協
会
の
丹た
ん

下げ

さ
ん

（
☎
53
・
０
７
０
６
）

市
指
定
文
化
財
旧
三
日
市
交
番

春
期
特
別
開
館

■
全
国
に
残
る
木
造
交
番
・
駐
在

所
建
物

　

指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
全

国
の
警
察
関
係
の
建
造
物
を
紹
介

し
ま
す
。

と
き　

５
月
13
日
㈯
〜
21
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

旧
三
日
市
交
番

問
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

延
命
寺
周
辺
で

初
夏
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　

５
月
13
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

集
合　

三
日
市
町
駅
改
札
前

コ
ー
ス　

奥
河
内
も
み
じ
公
園

（
延
命
寺
地
区
）
〜
千
早
口
駅
（
約

６
㌔
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
長
野
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
62
・
２
７
７
２
）

岩
湧
の
森
四
季
彩
館
の
催
し

■
森
の
カ
フ
ェ
〜
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
と

新
緑
〜

　

２
日
間
限
定
の
カ
フ
ェ
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
（
飲
み
物
と
ク
ッ
キ

ー
で
２
５
０
円
）。

と
き　

５
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

岩
湧
の
森
四
季
彩
館

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
森
の
定
点
観
察
〜
初
夏
〜

　

樹
木
な
ど
を
対
象
に
、
１
年
を

通
じ
て
そ
の
変
化
を
定
点
観
察
し

ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　

５
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時
▽
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
は

無
料
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
℻
63
・
５
９
８
６
）

翠
す い

色
しょく

にあふれ輝く
河内長野の歴史と自然を堪能

■河内長野市＆河内長野ライオンズクラブ共催
モックルウオーク
とき　６月３日㈯▷スタート受付は午前 10時～
10時 30分に天見駅前広場で▷荒天中止
コース　天見駅～大地の里 友邦～延命寺～奥河内も
みじ公園～興禅寺～三日市町駅（ゴール）▷約11㌔
※当日直接受付場所へ▷弁当
は各自持参を▷開催の有無は当
日午前６時以降に南海電鉄ハイ
キング開催・中止案内（☎ 06-
6644-7205）へ。
問南海テレホンセンター

（☎ 06-6643-1005） ▲きれいなしおりを
作ってみませんか

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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本
の
帯
ま
つ
り

　

お
み
く
じ
方
式
で
帯
を
引
く

「
帯
み
く
じ
」
な
ど
、
帯
（
本
に
つ

い
て
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
が

書
か
れ
た
紙
）
を
た
よ
り
に
本
を

選
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

５
月
３
日
㈷
〜
26
日
㈮

と
こ
ろ　

図
書
館

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

天
見
の
里
山
散
策

　

里
山
の
自
然
を
観
察
し
な
が
ら

初
夏
の
天
見
を
歩
き
ま
す
。

と
き　

５
月
25
日
㈭
午
後
１
時
〜

多
文
化
の
部
屋

■
地
域
在
住
の
外
国
経
験
の
あ
る

人
を
中
心
に
楽
し
く
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か

　
「
幸
せ
の
国
ブ
ー
タ
ン
に
行
っ
て

き
ま
し
た
」
を
テ
ー
マ
に
ゲ
ス
ト

が
お
話
し
ま
す
。

と
き　

５
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

５
月
９
日
か
ら
電
話

で
国
際
交
流
協
会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

大
阪
舞
洲
ゆ
り
園
見
学
ツ
ア
ー

　

府
立
花
の
文
化
園
と
、
市
内
に

本
社
が
あ
る
㈱
ピ
ー
エ
ス
ジ
ェ
イ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
運
営
す
る

大
阪
舞
洲
ゆ
り
園
を
巡
る
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
６
日
㈫
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

集
合　

河
内
長
野
駅

内
容　

両
園
の
散
策
、
花
の
文
化

園
長
の
解
説
、
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ

※
ゆ
り
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
。

４
時

集
合　

天
見
公
民
館

行
き
先　

同
館
〜
薬
師
寺　

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

申
し
込
み　

５
月
５
日
か
ら
同
館

へ問
天
見
公
民
館（
☎
63・４
０
７
４
）

え
ぼ
し
が
た
公
園

自
然
観
察
会

■
わ
か
ば
の
森
さ
ん
ぽ

　

い
ろ
ん
な
葉
っ
ぱ
を
探
し
て
遊

ぼ
う
。

と
き　

５
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

定
員　

45
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
５
０
０
円
（
入
園
料
、

昼
食
代
を
含
む
）

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
同
社

へ
（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）

問
㈱
ピ
ー
エ
ス
ジ
ェ
イ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
☎
56
・
６
７
８
９
）

ス
ポ
ー
ツ

下
里
運
動
公
園
人
工
芝
球
技
場

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

■
第
41
回
日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ

カ
ー
選
手
権（
Ｕ
ー
18
）
大
会
関
西

地
区
予
選

　

①
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
vs
京
都
サ
ン

ガ
、②
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
vs
ガ
ン
バ
大
阪

と
き　

5
月
14
日
㈰
①
午
前
11
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分
、
②
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

下
里
運
動
公
園

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■
第
2
回
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ

と
き　

５
月
28
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

下
里
運
動
公
園

①
ラ
グ
ビ
ー
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
午

前
10
時
〜
）

対
象　

５
歳
児
〜
小
学
生

正
午
（
小
雨
決
行
）

集
合　

烏
帽
子
形
公
園
プ
ー
ル
横

東
屋
付
近

参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
円
（
保
険
代
▽
家
族
３

人
以
上
は
全
員
で
５
０
０
円
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆

記
用
具
、
あ
れ
ば
ル
ー
ペ
・
図
鑑

な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
長
袖
・
長

ズ
ボ
ン
・
運
動
靴
で
参
加
を
▽
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
▽
団

体
参
加
は
事
前
に
相
談
を
。

問
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
田

原
さ
ん
（
☎
63
・
１
６
９
２
）

し
ょ
う
ぶ
湯
を
実
施

　

端
午
の
節
句
に
入
る
と
邪
気
を

払
う
と
い
わ
れ
る
し
ょ
う
ぶ
湯
は
、

体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
、
母

子
家
庭
の
母
と
子
ど
も

※
利
用
証
の
発
行
に
は
本
人
確
認

書
類
な
ど
の
持
参
が
必
要
。

と
き　

５
月
10
日
㈬
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
あ
や

た
ホ
ー
ル
、
く
す
の
か
ホ
ー
ル

入
浴
料　

１
０
０
円

問
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
河
内
長

野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
に
よ

る
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

５
月
19
日
㈮
午
後
０
時
５

分
〜
０
時
40
分

と
こ
ろ　

市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
河
内
長
野
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
の
松
原
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３

７
０
３
・
１
９
０
５
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

■おはなし会のお知らせ
対象 と　き 定員（先着順）

２～３歳児
と保護者

5月10日㈬・24日㈬午後
2時30分～（15分程度） 各10組

４歳～就学
前の子ども

５月10日㈬・24日㈬午後
３時30分～（30分程度）

各25人
小学生

５月６日㈯・27日㈯、６月
３日㈯午前11時～、５月20
日㈯午後２時～（30分程度）

※当日直接図書館へ▷５月27日は保護者入場可。

K Kiz

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から３年
です。更新手続きには、住所・氏名が確認でき
るものなどが必要です。詳しくは問い合わせを。
■休館日　５月２日㈫・８日㈪
■新刊図書の紹介
◎児童書　わたり鳥　鈴

す ず

木
き

まもる
　　　　　日本の郷土料理　竹

たけ

永
な が

絵
え

里
り

◎一般書　クロカネの道 鉄道の父・井
いの

上
うえ

勝
まさる

　江
え

上
がみ

剛
ごう

　　　　　図書室のピーナッツ　竹
た け

内
う ち

真
まこと

◎その他　誰
た

が袖わが袖きものめぐり　青
あお

木
き

奈
な

緒
お

　　　     ちいさい言語学者の冒険　広
ひろ

瀬
せ

友
ゆ

紀
き

※５月５日㈷は福祉センター錦渓苑が休館日のため
同施設への巡回は休止します。

■自動車文庫巡回表（５月１日～６月４日）
巡回日 巡回時間 場　　所

５月２日㈫
５月16日㈫
５月30日㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

５月３日㈷
５月17日㈬
５月31日㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

５月４日㈷
５月18日㈭
６月１日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:30 旭ケ丘バス方転地

５月５日㈷
５月19日㈮
６月２日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

５月９日㈫
５月23日㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:30 緑ケ丘中第１公園

５月10日㈬
５月24日㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

５月11日㈭
５月25日㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

５月12日㈮
５月26日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

②
メ
イ
ン
ゲ
ー
ム
（
正
午
〜
）

和
歌
山
工
業
高
等
学
校
VS
御
所
実

業
高
等
学
校

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
①
は
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
を
。

問
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
福
本
さ
ん

（
☎
52
・
５
３
０
８
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の

教
室
い
ろ
い
ろ

①
や
さ
し
い
気
功
・
太
極
拳
〜
楽

し
み
な
が
ら
健
康
に
な
ろ
う
〜

と
き　

５
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

武
道
館

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

②
女
性
の
た
め
の
ウ
オ
ー
ク
・
ス

ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ

と
き　

６
月
１
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

③
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
〜
筋
力
ア
ッ
プ

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
〜

と
き　

６
月
２
日
㈮
午
後
０
時
15

分
〜
１
時
15
分

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

①
〜
③
の
参
加
費　

各
５
０
０
円

（
当
日
徴
収
）

①
〜
③
の
申
し
込
み　

５
月
６
日

〜
各
開
催
日
の
前
日
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
）

で
同
連
盟
の
①
は
濱
さ
ん
、
②
は

牧
田
さ
ん
、
③
は
奥
谷
さ
ん
へ

問
①
濱
さ
ん
（
☎
℻
53
・
６
８
８

３
）、
②
牧
田
さ
ん
（
☎
℻
64
・
０

３
１
５
）、
③
奥
谷
さ
ん
（
☎
℻

63
・
５
４
５
６
）

ナ
ガ
ス
ポ
で
楽
し
も
う

■
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ラ
バ
ン

内
容
・
対
象　

①
か
ら
だ
を
使
っ

て
あ
そ
ぼ
う
！
＝
お
お
む
ね
１
歳

６
か
月
〜
３
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
、
②
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
＝

小
学
１
〜
２
年
生

と
き　

①
５
月
19
日
㈮
午
前
10
時

45
分
〜
11
時
45
分
、
②
５
月
27
日

㈯
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
15
分

と
こ
ろ　

①
武
道
館
、
②
小
山
田

小
学
校

定
員　

①
20
組
、
②
15
人
（
い
ず

れ
も
先
着
順
）

参
加
費　

各
３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

５
月
８
日
か
ら
電
話

で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
▽

受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

問
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
☎
56
・
２
０
３
２
）

K Kiz

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

と
き　

６
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
午

後
０
時
30
分
〜
２
時
45
分
（
受
付

は
午
後
０
時
15
分
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

内
容　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ふ

ら
ば
〜
る
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ン
ゴ
、イ

ン
デ
ィ
ア
カ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ゲ
ー
ム
な
ど
の
紹
介
と
実
技

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

４
０
０
円
（
初
回
時
に

徴
収
）

申
し
込
み　

５
月
６
日
〜
30
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
）
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
厨ず

子し

さ
ん
へ

問
厨
子
さ
ん（

☎
℻
63
・
０
３
３
０
）

少
年
・
少
女
野
球
ま
つ
り

　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ス
ピ
ー

ド
ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
で
野
球

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
オ
リ

ッ
ク
ス
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
Ｏ
Ｂ
に
よ

る
野
球
教
室
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

と
き　

５
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

赤
峰
市
民
広
場

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を
。

問
少
年
軟
式
野
球
連
盟
の
島
田
さ

ん
（
☎
０
９
０
・
８
６
５
５
・
７

７
２
８
）

ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
初
心
者

と
き　

６
月
２
日
㈮
・
９
日
㈮
・

16
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

参
加
費　

各
日
３
０
０
円
（
当
日

徴
収
）

持
ち
物　

上
靴
、
飲
み
物

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を
。

問
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
連
盟
の
赤
阪

さ
ん
（
☎
65
・
０
６
６
３
）

え
ぼ
し
で
外
ヨ
ガ

と
き　

５
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

集
合
場
所　

三
日
市
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
同
館
へ

問
三
日
市
公
民
館

（
☎
62
・
６
１
５
５
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　

６
月
10
日
〜
７
月
１
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11

時
45
分
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

参
加
費　

各
日
２
０
０
円
（
小
中

学
生
は
１
０
０
円
▽
当
日
徴
収
）

持
ち
物　

上
靴

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を
。

問
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
の
曽そ

碩せ
き

さ

ん
（
☎
65
・
１
７
０
５
）

募　

集

放
課
後
児
童
会
嘱
託
員

業
務
内
容　

放
課
後
児
童
会
（
学

童
）
支
援
業
務

応
募
資
格　

保
育
士
ま
た
は
教
員

の
資
格
を
持
つ
人
、
ま
た
は
児
童

の
指
導
に
つ
い
て
知
識
・
経
験
を

有
す
る
人

勤
務
日　

①
月
〜
土
曜
日
の
う
ち

週
５
日
（
年
数
回
日
曜
日
出
勤
あ

り
）、②
月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週
３

回※
い
ず
れ
も
公
休
日
は
地
域
教
育

推
進
課
が
指
定
し
ま
す
。

募
集
人
数　

①
２
人
、
②
１
人

試
験　

５
月
21
日
㈰
に
キ
ッ
ク
ス

で
作
文
試
験
（
①
の
み
）、
面
接
試

験
を
実
施

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
５
月
８
日
〜
18
日

（
土
日
を
除
く
▽
時
間
は
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
）
に
地
域
教
育
推

進
課
（
キ
ッ
ク
ス
内
）
へ

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

※
試
験
時
に
免
許
・
資
格
の
原
本

を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

問
地
域
教
育
推
進
課

（
☎
54
・
０
０
０
５
）

市
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
登
録
者

業
務
内
容　

事
務
補
助
業
務
（
図

書
室
業
務
を
含
む
）

勤
務
地　

公
民
館

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

申し込み　文化・スポーツ振興課、
赤峰市民広場管理棟、市民総合
体育館へ（電話不可）▷⑤は申し
込み先へ
①バトントワーリング大会
とき　６月３日㈯午前９時～
ところ　市民総合体育館
種目　ソロトワール、トゥーバ
トン、スリーバトン、ソロスト
ラット、ダンストワール、ペア
申し込み　５月５日～ 16日に
問バトントワーリング連盟の西
村さん（☎ 090-5665-8815）
②剣道大会
対象　小学２年生以上の市内在
住・在学・在勤者
とき　６月 18 日㈰午前９時 30
分～
ところ　市民総合体育館
種別　小学２～６年生・中学１～
３年生・高校生男女、一般の各部
参加費　500円（当日徴収）
申し込み　５月 20日までに
問剣道連盟の鹿

しか

田
た

さん
（☎ 53-4134）

③軟式野球大会
対象　小学生以上の市内在住・在

学・在勤者で構成されたチーム
種別・とき　小学６年生以下・
５年生以下・４年生以下・３年
生以下の各部＝６月３日㈯午前
８時 30分～、一般（高校生以上）
＝６月４日～８月 27日の毎週日
曜日（８月 13日を除く）
ところ　小学生＝赤峰市民広場、
一般＝寺ケ池公園野球場
申し込み　５月 21日までに
問少年軟式野球連盟・軟式野球連盟
の島田さん（☎090-8655-7728）
④ソフトテニス大会
対象　中学生以上の市内在住・
在学・在勤者（中学の部のみ市内
中学校ソフトテニス部員に限る）
とき　中学の部＝ 7月 26日㈬・
28日㈮、その他の部＝６月４日
㈰（予備日 11日）▷時間はいず
れも午前９時～
種別　中学・高校・一般・シニ
ア（45 歳以上、55 歳以上）男
女の各部
ところ　寺ケ池公園庭球場
申し込み　５月 25日までに
問ソフトテニス連盟の上

かみ

野
の

薗
その

さん
（☎ 090-3713-8509）

⑤ペタンク大会
対象　小学４年生以上の市内在
住・在学・在勤者
とき　６月 17 日㈯午前９時～
（予備日 24日）
ところ　大師総合運動場
種目　２人１組でのチーム対抗戦
定員　32チーム（先着順）
申し込み　はがきにメンバー全
員の住所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号とチーム名を記
入して５月 31日（必着）までに
ペタンク協会の前田さん（〒586-
0077 南花台５-22-21）へ
※個人申し込みもできます。
問同協会の田井さん（☎53-7851）
⑥バレーボール大会
対象　市内在住・在学・在勤者（中
学生以下のみのチームは不可）
とき　６月 25日㈰、７月２日㈰
午前９時 20分～
ところ　市民総合体育館
種別　男子、女子１部、女子２
部（35歳以上）
申し込み　５月20日～６月９日に
問総合スポーツ振興会事務局

（☎ 26-7660）

◉市民スポーツ大会◉

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

河内長野市民観戦デー
■セレッソ大阪を応援しよう！
　市では、セレッソ大阪のホー
ムゲーム（清水エスパルス戦）
を市内在住・在学・在勤のみな
さんに優待価格（前売りのみ）
で観戦いただける「河内長野市
民観戦デー」を開催します。
とき　６月 17日㈯午後７時キックオフ
ところ　ヤンマースタジアム長居（大阪市東住吉区）
価格　ホームサポーター自由席＝大人 1500円（通常前
売り 2200円）、小中学生 500円（同 800円）
購入方法　５月13日～６月14日にセブン -イレブン、
サークルＫ・サンクスにあるチケットぴあ端末機で（購
入には Pコード834-834が必要▷初日は午前10時か
ら受付▷１人４枚まで購入可▷定員になり次第販売終了）
問セレッソ大阪事務局（☎ 06-6110-5657 ▷時間は午
前９時 30分～午後０時 30分と午後１時 30分～５時
▷土日祝日などを除く）

富田林市・河内長野市・大阪狭山市
３市合同市民観戦デー
■オリックス・バファローズを応援しよう！
（ＶＳ中日ドラゴンズ）
とき　６月 11日㈰午後１時～
ところ　京セラドーム（大阪市西区）
市民優待特別価格　Ｂ指定席▷大人 2200円、子ども
900円・内野自由席▷大人 1600円、子ども無料
特典付き価格　Ｂ指定席▷大人3300円、子ども1700円・
内野自由席▷大人2300円、子ども1100円
※特典付き価格では「オリ姫＆オリ達ユニフォーム」が
もらえます。
申し込み　文化・スポーツ振興課に備え付けの用紙（市
ホームページからもダウンロード可）で、５月 31日ま
でに同課へ▷ファクスも可
※市民優待特別価格の当日券の販売はありません▷詳し
くは問い合わせを。
問文化・スポーツ振興課（FAX53-1198）

セレッソ大阪ホームページ▶

ⓒOSAKA F.C

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

と
き　

５
月
13
日
㈯
、
６
月
10
日

㈯
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

内
容　

不
動
産
の
相
続
・
売
買
や

会
社
設
立
な
ど
の
登
記
手
続
き
と
、

債
務
整
理
（
民
事
再
生
・
破
産
）

や
供
託
、
訴
訟
・
調
停
に
関
す
る

書
類
の
作
成
・
手
続
き
な
ど

問
河
内
長
野
司
法
書
士
グ
ル
ー
プ

の
増
田
さ
ん（
☎
55
・
０
８
８
２
）

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
（
予
約
制
）

と
き　

５
月
27
日
㈯
午
後
１
時
15

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

内
容　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見

制
度
、
離
婚
協
議
書
、
交
通
事
故
、

契
約
・
内
容
証
明
、
各
種
許
認
可

な
ど
の
相
談

問
府
行
政
書
士
会
南
大
阪
支
部
河

内
長
野
グ
ル
ー
プ
の
山
下
さ
ん

（
☎
63
・
８
０
１
６
）

総
合
労
働
相
談

■
職
場
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

　

大
阪
労
働
局
で
は
、
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
、
様
々

な
労
働
問
題
の
電
話
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

開
設
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
火
曜
日
は
午
後
６
時
ま

で
）

相
談
電
話　
０
１
２
０
・
９
３
９
・

０
０
９
（
携
帯
電
話
か
ら
は
06
・

７
６
６
０
・
０
０
７
２
）

問
大
阪
労
働
局
（
☎
06
・
６
９
４

９
・
６
０
５
０
）

40
歳
以
上
の

就
労
相
談
会
（
予
約
制
）

　

就
労
に
対
し
て
不
安
や
悩
み
を

持
つ
人
に
対
し
て
、
専
門
の
相
談

員
が
相
談
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

対
象　

40
歳
以
上
で
就
労
に
不
安

を
持
つ
市
内
在
住
者
・
在
勤
者

と
こ
ろ　

相
談
員
の
事
務
所
な
ど

申
し
込
み　

電
話
で
産
業
観
光
課
へ

※
相
談
時
間
は
60
分
以
内
（
初
回

の
み
無
料
）
▽
申
込
者
の
都
合
に

合
わ
せ
て
日
程
調
整
が
で
き
ま
す

▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
産
業
観
光
課

市
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

職
務
内
容　

市
立
小
中
学
校
で
の

子
ど
も
の
身
辺
介
助
な
ど

対
象　

訪
問
介
護
員
、
介
護
福
祉

士
、
教
員
な
ど
の
資
格
・
免
許
を

取
得
し
て
い
る
人

勤
務
日　

９
月
か
ら
平
日
８
時
間

勤
務

申
し
込
み　

履
歴
書
を
持
っ
て
５

月
31
日
ま
で
に
教
育
指
導
課
へ

※
後
日
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

問
教
育
指
導
課

日
本
語
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ

　

地
域
在
住
の
外
国
人
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
日
本
語
学
習
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

国
際
交
流
協
会
の
「
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
ま
た
は

他
機
関
の
日
本
語
教
育
に
関
す
る

講
座
を
受
講
し
た
経
験
の
あ
る
人

で
、
毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時
に
千
代
田
公
民
館
で
開
催
す
る

教
室
に
参
加
で
き
る
人

募
集
人
数　

若
干
名
（
抽
選
）

申
し
込
み　

５
月
15
日
ま
で
に
電

話
か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-w

eb.jp

▽
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
、
受
講
し
た
講
座
名
、
機

関
名
を
記
入
）
で
同
協
会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

　

随
時
見
学
・
入
団
で
き
ま
す
。ま

た
、
５
月
14
日
の
市
民
ま
つ
り
で

も
入
団
受
付
を
し
ま
す
。

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象　

６
歳
〜
高
校
生
の
男
女

申
し
込
み　

各
校
区
の
代
表
者
へ

問
長
野
・
西
中
学
校
区
＝
河
盛
さ

ん
（
☎
53
・
０
９
４
６
）、
千
代
田

中
学
校
区
＝
角
村
さ
ん
（
☎
53
・

０
８
３
４
）、
南
花
台
・
加
賀
田
中

学
校
区
＝
土
井
さ
ん（
☎
63
・
７
２

３
２
）、
東
・
美
加
の
台
中
学
校
区

＝
濱
田
さ
ん
（
☎
63
・
３
９
０
８
）

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

対
象　

５
歳
児
〜
高
校
生
の
女
子

申
し
込
み　

各
方
面
の
代
表
者
へ

問
長
野
・
千
代
田
方
面
＝
道
端
さ

ん
（
☎
52
・
６
６
５
０
）、
南
花

台・三
日
市
方
面
＝
蔦つ
た

谷た
に

さ
ん
（
☎

63
・
２
３
０
４
）

「
綿
の
里
親
」
の
登
録
者

■
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館　

綿
の

里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
７

　

か
つ
て
市
域
で
盛
ん
に
生
産
さ

れ
て
い
た
河
内
木
綿
の
綿
を
育
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み　

５
月
５
日
〜
21
日
に

電
話
で
同
館
へ
（
先
着
順
）

※
１
人
１
株
か
ら
（
要
相
談
）
▽

来
館
可
能
な
人
に
限
り
ま
す
。

※
６
月
初
旬
に
苗
を
お
渡
し
し
、

栽
培
方
法
な
ど
説
明
し
ま
す
（
植

木
鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
栽
培

可
）。▽
収
穫
し
た
綿
の
半
分
は
館

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
来
館
す

る
小
中
学
生
の
綿
繰
り
体
験
な
ど

に
使
用
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

カ
ー
メ
ル
国
際
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
者

　

米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
あ
る

姉
妹
都
市
カ
ー
メ
ル
市
で
９
月
23

日
・
24
日
に
開
催
さ
れ
る
国
際
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

て
、
日
本
文
化
の
紹
介
と
自
作
品

の
販
売
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

①
姉
妹
都
市
交
流
を
理
解

し
、
国
際
交
流
協
会
の
代
表
と
し

て
参
加
で
き
る
人
、
②
日
本
文
化

の
紹
介
と
自
作
品
の
販
売
が
で
き
、

帰
国
後
滞
在
中
の
報
告
が
で
き
る

人と
き　

９
月
20
日
〜
27
日
（
６
泊

８
日
▽
滞
在
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
）

募
集
人
数　

２
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

６
月
９
日
ま
で
に
電

話
か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-w

eb.jp

）
で
国
際
交
流
協

会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

相　

談

ミ
ニ
介
護
面
接
会
＆
相
談
会

対
象　

介
護
業
界
で
の
仕
事
を
希

望
す
る
人

と
き　

５
月
18
日
㈭
午
後
２
時
〜

４
時
（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

持
ち
物　

履
歴
書
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
紹
介
状

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

（
☎
53
・
３
０
８
１
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

相談いろいろ
（５月１日～６月４日）
相談はすべて無料です。気軽にご利用を。
■人権相談　▶とき　毎週火曜日午前 10時～午後
１時　▶ところ　市役所　▶相談員　人権擁護委員
▶できるだけ事前に電話連絡を
問人権推進課
■女性相談～家族関係・DVなど（予約制）　▶とき
毎月第２水曜日午後１時～４時と第３土曜日午前９
時 30分～ 11時 30 分、第４水曜日午前 10時～正
午と午後１時～３時　▶ところ　キックス　▶相談
員　女性カウンセラー
問男女共同参画センター（☎ 54-0003）または人権
推進課
■心配ごと相談～悩み・困りごとなど～　▶とき　
５月 10日㈬・24日㈬午前 10時～正午　▶ところ
社会福祉協議会　▶相談員　民生委員・児童委員
問社会福祉協議会（☎ 65-0133）
■労働相談（予約制）　▶ところ　相談員の事務所な
ど　▶相談員　社会保険労務士　▶申込者の都合に
合わせて日程調整ができます
問産業観光課
■育児相談（予約制）　▶とき　①水曜日を除く毎日
午前 10時～午後５時 30分②月～金曜日午前 10時
～午後５時 30分（祝日を除く）　▶ところ　①子ど
も・子育て総合センターあいっく②子育て支援セン
ターちよだだい　▶相談員　保育士など
問①あいっく（☎ 50-4664）②同センターちよだだ
い（☎ 53-2456）
■行政相談　▶とき　５月２日㈫午前 10 時～正午
▶ところ　市役所　▶相談員　行政相談委員
問自治協働課
■法律相談（予約制）　▶とき　5月２日㈫・10日㈬・
17 日㈬・24 日㈬・31 日㈬午後１時～４時30分　
▶ところ　市役所　▶相談員　弁護士
問自治協働課
※くらしの総合相談は 11ページをご覧ください。

▲ふわふわに実る綿を
育ててみませんか

◉編集後記
▶国宝に昇格することになった天野山金剛寺の３坐像。来
年 3月末には京都や奈良の博物館から同寺の金堂に戻され、
間近で見られるようになるとのこと。今から楽しみです（伊
藤）▶まだ肌寒い４月上旬、小学校の入学式へ取材へ。新
入生の初々しいあいさつや緊張した様子を見ていると、１
歳の我が子の将来を想像し、少し感動しました（道仙）▶
広報から異動しました。担当した間に多くの人たちにお世
話になりました。ありがとうございました（藤本）▶４月
から広報担当になりました。よろしくお願いします（東）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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1細い薪で細かに火を調整しながらへっついさんで炊きあげるご
飯はふっくら絶品　2奥河内くろまろの郷レストランに提供してい
るおからコロッケ　3素材の色をそのまま活かしたジャム　4佃
煮に使うしいたけは原木で栽培　5代表の中浦吉康さん

　

千
早
口
駅
の
周
辺
、
奥
河
内
の
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
上
岩
瀬
地
区

に
、「
大
地
の
里 

友ゆ
う

邦ほ
う

」が
あ
り
ま
す
。

「
こ
こ
は
、地
域
の
女
性
た
ち
が
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
に
お
弁
当
を
配
ろ

う
と
発
起
し
、
平
成
24
年
に
上
岩
瀬

自
治
会
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
や
高
齢
者
の
憩
い
の
場
と
し
て

発
足
し
た
農
産
物
加
工
所
で
す
」
と

代
表
の
中な

か

浦う
ら

吉よ
し

康や
す

さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

上
岩
瀬
地
区
は
、高
野
街
道
沿
い
に

位
置
す
る
約
60
軒
の
小
さ
な
集
落
。

平
均
年
齢
60
歳
を
超
え
る
住
民
が
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
、
農
産
物
の
生
産

や
加
工
、
販
売
ま
で
行
う
６
次
産
業

ま
す
。
な
か
で
も
冬と

う

瓜が
ん

ジ
ャ
ム
は
、

地
元
産
冬
瓜
に
シ
ョ
ウ
ガ
や
レ
モ
ン
、

梅
シ
ロ
ッ
プ
を
加
え
た
ヘ
ル
シ
ー
な

も
の
で
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
「
奥
河
内

な
が
の
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｏ
」
に
も
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
は
商
品
開
発
や
販
路
拡

大
に
加
え
て
、味
噌
作
り
な
ど
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
、住
民
み
ん

な
で
上
岩
瀬
を
６
次
産
業
の
地
域

に
し
た
い
」
と
中
浦
さ
ん
。
そ
の
言

葉
に
は
地
域
活
性
化
へ
の
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

昔ながらの素朴な味で
地域を盛り上げたい
大地の里 友邦

化
に
取
り
組
み
、
設
立
か
ら
今
年

で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

お
お
さ
か
河
内
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
建
物
に
入
る
と
、木
の
香

り
が
心
地
よ
く
漂
い
、
木
製
テ
ー

ブ
ル
や
切
り
株
の
椅
子
な
ど
が
や

さ
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。
厨
房
に
は
、
薪
を
使
っ
て
ご

飯
を
炊
く
「
へ
っ
つ
い
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
カ
マ
ド
が
あ
り
、災
害
で
電

気
が
使
え
な
く
な
っ
た
時
で
も
、炊

き
出
し
が
で
き
る
と
の
こ
と
。
現
在
、

毎
週
金
・
土
・
日
曜
日
に
予
約
販

売
し
て
い
る
「
友
邦
の
週
替
わ
り

弁
当
」
は
、
こ
の
へ
っ
つ
い
さ
ん
で

炊
い
た
ふ
っ
く
ら
ご
飯
に
、肉
や
魚

な
ど
の
お
か
ず
と
、
地
元
の
野
菜

や
手
作
り
味
噌
を
使
っ
た
お
惣
菜

な
ど
が
入
っ
て
５
５
０
円
。
ま
た
、

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
レ
ス
ト
ラ
ン

に
も
お
惣
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
加
工
所
の
加
工
品

は
、
す
べ
て
昔
な
が
ら

の
手
づ
く
り
。
例
え
ば

季
節
の
果
物
を
使
っ
た

手
づ
く
り
ジ
ャ
ム
、
し

い
た
け
と
昆
布
の
佃
煮

や
自
家
製
の
塩
糀こ

う
じ

、
味

噌
、お
餅
な
ど
、
安
全
・

安
心
に
こ
だ
わ
っ
て
い

▲加工品は奥河内
くろまろの郷ビジタ
ーセンター、あすかて
くるで河内長野店、コノミヤ
南花台店で販売中。

大地の里　友邦
河内長野市岩瀬1358-5 
千早口駅から徒歩1分
☎ 21-1049 
営業時間　午前10時～午後１時ごろ
定休日　不定休

発
行
：
河
内
長
野
市
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：
総
合
政
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部
広
報
広
聴
課
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河
内
長
野
市
役
所
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〒
586-8501

大
阪
府
河
内
長
野
市
原
町
一
丁
目
１
番
１
号

☎
0721 -53

-1111（
代
）　
℻
56
-1761

☎
54-1000（

留
守
番
電
話
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.kaw

achinagano.lg.jp
お
知
ら
せ
電
話
で
休
日
急
病
診
療
所
の
日
程
な
ど
を
24
時
間
案
内
中

0120 -930 -073

毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者㈱ダイコク（ 0120-603-912、土・日・祝日を除く）へ


